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議会活性化特別委員会活動実績等について 

（令和 2年 12月～令和 3年 11月） 

 

１ 活動の概要 

⑴ 委員会の開催 

№ 日   時 議   題 

１ 
令和 2年 

11月 26日(木) 

１ 委員長の互選について 

  委員長に山本治兵衛委員を選出 

２ 副委員長の互選について 

  副委員長に今西克己委員を選出 

２ 
令和 2年 

12月 23日(水) 

１ 正副議長の所信表明について 

  正副議長の所信表明の内容を共有 

２ 舞鶴市議会年報について 

  令和 2年版の記載内容を確認 

３ 検討事項について 

  1 年間で検討していく予定の内容について説明し、その

ほかに検討すべき案件がないか、会派での協議を依頼 

４ 市民と議会のわがまちトークについて 

  テーマと相手方団体について、各委員会で決定いただく

よう委員長に依頼することを確認 

  議会アドバイザーとの意見交換の内容を確認 

５ 議選監査委員による報告について 

  議選監査委員から議会へのフィードバックとして、１月

の議員協議会において、旧議選監査委員から報告願うこと

を決定 

３ 
令和 3年 

1月 6日(水) 

１ 本年の検討事項について 

  各会派の意見をもとに意見交換を行い、検討していく事

項を整理 

２ 広報会議への検討依頼について 

  広報会議に議論を委ねる項目を決定 

４ 
令和 3年 

1月 21日(木) 

１ 市民と議会のわがまちトークについて 

  各常任委員会で決定されたテーマと相手方を確認し、日

程を決定 

  コロナ禍において、どのように実施すべきかを検討する

ため、作業部会を設置することを決定 

２ 議員定数及び報酬について 

  議会基本条例の規定を基本に検討していくことを確認

し、結論をだすために何を実施すべきかについて、会派で

の協議を依頼 
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５ 
令和 3年 

1月 29日(金) 

１ 議員定数及び報酬について 

  結論を出すための方法や手段として何をすべきかについ

て、各会派の意見を聴取 

  各会派の意見を踏まえた検討内容やスケジュールの案

を、次回の委員会で提示することを確認 

２ 「舞鶴市議会のしおり」について 

  リニューアルに当たって加筆・修正すべき点がないかに

ついて、会派での協議を依頼 

３ 市民と議会のわがまちトークについて 

  作業部会の検討結果を確認し、その内容のとおり決定 

６ 
令和 3年 

2月 5日(金) 

１ 「舞鶴市議会のしおり」について 

  案のとおり作成することを決定 

  意見として出された「市民に広く配布できないか」とい

う点については、委員長が預かって検討することを確認 

２ 議員定数及び報酬について 

  各会派の意見を踏まえた実施内容やスケジュールの案を

提示し、他の方法の提案も含めて各会派での検討を依頼 

  検討材料として収集するデータの内容を提示し、これ以

外に収集・整理すべき資料がないか、また、議員活動のデ

ータの必要性や方法について、各会派での検討を依頼 

７ 
令和 3年 

2月 12日(金) 

１ 議員定数及び報酬について 

  実施内容やスケジュールは、案に沿って進めていくこと

を決定 

  収集するデータについて、「他市との比較」と「市の情勢」

は、前回提示した資料のとおりとし、必要に応じて追加調

査も実施していくことを確認 

  議員活動の調査については、各会派の意見を踏まえて、

再度、会派での協議を依頼 

２ ＩＣＴに関連した今後の取組について 

  資料を提示して案について説明し、全体の工程とＩＣＴ

検討部会の設置について、会派での協議を依頼 

８ 
令和 3年 

2月 17日(水) 

１ 議員定数及び報酬について 

  全体スケジュールの一部修正を確認 

  議員活動の見える化を図る方法について、再度、会派で

協議した結果を踏まえて協議し、次回、具体的な案を示し

て協議を進めることを確認 

  定数や報酬に関する議論の参考とするための各種デー

タ・資料を提示し、各会派で順次議論を深めるよう依頼 

２ ＩＣＴに関連した今後の取組について 

  全体の工程を案のとおり決定するとともに、ＩＣＴ検討

部会の設置を決定 

  ＩＣＴ検討部会は、原則非公開で開催し、座長は、本委

員会の委員長（議長）が務めることなどを確認 
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９ 
令和 3年 

3月 3日(水) 

１ 議員定数及び報酬について 

  議員活動の調査に関する実施要領について協議し、懸案

事項を次回の委員会で最終決定することとし、決定後は、

速やかに説明会を開催することを確認。 

  議会活動や議員活動を説明するためのスライド形式の資

料について、内容を了承した上で、それぞれ活用していく

ことを確認。 

２ 「効果的な情報発信」に係る検討結果について 

  広報会議による検討の結果を確認し、その報告のとおり

実施していくことを決定 

10 
令和 3年 

3月 8日(月) 

１ 議員定数及び報酬について 

  議員活動の見える化に関する調査について再度協議し、

委員長案のとおり調査を実施することを決定 

  全議員を対象とした説明会を開催することを決定 

11 
令和 3年 

3月 24日(水) 

１ 議員定数及び報酬について 

  市民意見の聴取に関する資料を提示し、会派での協議を

依頼 

２ 調査視察について 

  オンラインによる視察を実施することとして委員長案を

提示し、案のとおり調整してくことを決定するとともに、

今後の調整を委員長に一任することを確認 

12 
令和 3年 

4月 8日(木) 

１ 議員定数及び報酬について 

  市民意見の聴取について、各会派の意見をもとに、実施

方法、相手方の想定、実施時期等について協議し、次回、委

員長案を提示することを確認 

２ 効果的な情報発信について 

  広報会議に検討を依頼していた内容について、広報会議

委員長から検討結果の報告を受け、報告のとおり進めてい

くことを確認 

13 
令和 3年 

4月 14日(水) 

１ 議員定数及び報酬について 

  市民意見の聴取に係る実施要領案を提示し、会派での協

議を依頼 

  議員定数に関する現時点での各会派の考えを次回の委員

会で表明できるよう取りまとめを依頼 

14 
令和 3年 

4月 21日(水) 

１ 議員定数及び報酬について 

  市民意見の聴取に係る実施要領について、各会派の意見

を聞いて協議し、案のとおりとすることを決定 

  議員定数に関する現時点での各会派の考えを聞き、他会

派の意見も踏まえて、さらに会派で議論するよう依頼する

とともに、5月 10日の委員会で再度各会派の意見を聞くこ

とを確認 
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15 
令和 3年 

4月 28日(水) 

１ 議員定数及び報酬について 

  意見交換会の班分けと報告書作成担当の選出を各会派に

依頼 

  議会活動・議員活動に関する調査結果について、資料の

素案を提示し、どのような資料にするかを各会派で協議す

るよう依頼 

  各議員から提出された議会活動の記録については、議員

報酬等の結論を出す予定の１１月までは保管し、１２月を

目途に廃棄・消去することを確認 

16 
令和 3年 

5月 10日(月) 

１ 議員定数及び報酬について 

  意見交換会の延期について協議し、6月 25日（金）と 26

日（土）に延期することを決定 

  議会活動・議員活動に関する調査結果について、最終結

果（日本共産党議員団の 4 人は未提出）を確認した上で、

説明に使用するデータは、前回示した案をもとに数字を置

き換えたものとすることを確認 

  意見交換会で使用する資料の案と会場レイアウトの案を

示し、各会派での協議を依頼 

  議員定数に対する各会派の考えを述べる機会は、後日あ

らためて設けることを確認 

17 
令和 3年 

5月 20日(木) 

１ 議員定数及び報酬について 

  意見交換会で使用する資料について協議し、前回示した

資料をベースに時点修正等を行うことを確認するととも

に、レイアウトについては、参加者に威圧感を与えないよ

うに再度議長案を作成することを確認 

  議員定数に関する各会派の考えを、６月９日の本委員会

で聞くこととし、会派内で議論を深めておくよう依頼 

２ ＩＣＴ検討部会の検討結果について 

  ＩＣＴ検討部会から報告があったオンライン会議の実施

に関する条例等の改正案と実施要領案を確認し、案のとお

り決定 

  新しい生活様式を踏まえ、ＩＣＴを活用した今後の舞鶴

市議会の姿として公表する資料の案を示し、会派での確認

を依頼 

３ 市民と議会のわがまちトークについて 

  ７月下旬から８月常任にかけて開催を予定している「市

民と議会のわがまちトーク」について、実施方法や実施時

期をどうすべきか、会派での協議を依頼 

18 
令和 3年 

5月 27日(木) 

１ ＩＣＴを活用した今後の議会の姿について 

  公表用の資料について、各会派から修正等の意見がなか

ったため、5月 31日の記者発表の内容を最終確認 

２ 市民と議会のわがまちトーク 

  実施方法や時期について、各会派の意見をもとに協議し、

本年の実施を見送ることも含めて、再度、各会派での協議

依頼 
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19 
令和 3年 

6月 9日(水) 

１ 議員定数及び報酬について 

  議員定数に対する現時点での各会派の考えを聞き、意見

交換 

  議員定数に係る意見交換会の参加者へ事前に送付する資

料の内容を確認 

  アンケートの案を提示し、各会派での協議を依頼 

  レイアウトの変更案を提示して協議し、レイアウトを決

定 

  報酬等審議会に提出する資料の案を提示し、各会派での

協議を依頼 

  議員報酬に関する議会の考えを報酬等審議会に提出する

かどうかと、報酬に関する会派の考えについて、各会派で

協議するよう依頼 

２ 市民と議会のわがまちトークについて 

  実施方法や時期について、各会派の意見をもとに協議し、

本年の実施を見送ることを決定 

  これに伴い、各常任委員会において、政策提言に向けて、

必要な調査や意見聴取を検討するよう依頼することを確認 

３ 委員会の映像配信について 

  これまでの検討経過と映像配信に向けた整理・確認事項

を提示し、整理・確認事項は６月定例会から取り組むこと

を決定するとともに、今後決定すべき事項について、各会

派での協議を依頼 
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20 
令和 3年 

6月 23日(水) 

１ 議員定数及び報酬について 

  意見交換会で配付するアンケートについて、各会派から

修正等の意見はなく、案のとおりとすることを決定 

  意見交換会の進行方法や役割分担等を最終確認 

  報酬等審議会に提出する資料について、各会派から修正

等の意見はなく、案のとおり提出することを決定 

  議長・副議長と、それ以外の議員との報酬の差を説明す

るための資料の案を提示して協議し、報酬等審議会に提出

する資料に追加することを決定 

  報酬等審議会に対して議会の考えを提出するかどうかに

ついて、各会派の意見をもとに協議し、議会側からは提出

せず、求められた場合には提出することを決定 

  議員報酬に関する各会派の考えをそれぞれ説明し、それ

らも踏まえて、今後さらに議会内で議論を深めるよう依頼 

２ 委員会の映像配信について 

  各会派の意見をもとに協議し、９月定例会から実施する

こと、議案の審査及び「その他」を配信し、当面、議会内部

の協議は配信しないこととする方向性を決定 

３ 第７次舞鶴市総合計画前期実行計画の点検評価について 

  本年の実施要領案を提示し、各会派での協議を依頼 

21 
令和 3年 

7月 5日(月) 

１ 議員定数及び報酬について 

  意見交換会におけるアンケートの結果を確認した上で、

次回以降に向けての改善点等について、各会派で協議する

よう依頼 

  今後のスケジュールについて、議員全員での意見交換を

行うことも含めた案を提示し、案のとおり進めていくこと

を確認 

２ 委員会の映像配信について 

  ６月定例会における質疑の細分化等の運営方法に関し、

各常任委員長の意見を踏まえた対応案を提示し、各会派で

改善点等について協議するよう依頼 

３ 第７次舞鶴市総合計画前期実行計画の点検評価について 

  本年の実施要領について、各会派の意見をもとに協議し、

概ね委員長案のとおりとするが、委員が評価意見を述べる

際には、しっかりと理由を述べるのはもちろんのこと、ど

の程度の評価をしているのかが分かるように、３段階評価

を付け加えることを決定 
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22 
令和 3年 

7月 21日(水) 

１ 議員定数及び報酬について 

  議員定数に関する意見交換会の反省点について、各会派

の意見をもとに協議し、その内容を次回以降の意見交換会

の機会に生かしていくことを確認 

  議員定数に関する意見交換会の報告書の内容を確認し、

ホームページ等で公表することを決定 

２ 委員会の映像配信について 

  委員会（分科会）における質疑の細分化等の運営方法等

について、各会派の意見をもとに協議し、発言の許可を求

める際の呼びかけは、マイクを通さずに行うことを確認す

るとともに、前回示した対応案の内容を全議員と執行機関

に周知することを決定 

３ 今後の検討事項について 

  調査視察やＩＣＴ検討部会からの提案（検討結果）を踏

まえて、今後の検討事項の案を提示し、各会派での協議を

依頼 

23 
令和 3年 

7月 28日(水) 

１ 今後の検討事項について 

  会派意見をもとに協議し、前回示した案の内容に加えて、

質疑・討論の在り方及び事務局の機能強化について検討し

ていくことと、基本条例・実行計画の検証及び議会モニタ

ー制度を優先的に議論していくことを確認 

２ ＩＣＴの活用に係る来年度予算について 

  タブレット端末の整備に向けて来年度予算案に盛り込む

ことの是非について、資料を提示して説明し意見交換を行

った上で、「完全ペーパーレス化」を念頭に取り組むことと

するかどうか、会派での協議を依頼 

24 
令和 3年 

8月 6日(金) 

１ ＩＣＴの活用に係る来年度予算について 

  持ち帰っての協議を希望した会派の意見を踏まえて協議

し、完全ペーパーレス化を念頭に、タブレット端末の整備

に向くけて来年度予算に盛り込むことを決定し、議案資料

の工夫等の検討を進めていくことを確認 

２ 議員定数及び報酬について 

  意見交換会における市民意見も踏まえた上での各会派の

議員定数に対する考えを表明し、意見交換 

  議員全員による意見交換の進め方の案を示して協議し、

案のとおり、8月 20日の議員協議会において実施すること

を決定 

３ 防災訓練について 

  議会の防災訓練の案を示して協議し、案のとおり実施す

ることを決定 
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25 
令和 3年 

8月 23日(月) 

１ 防災訓練について 

  9月 1日（水）に実施する防災訓練について、緊急事態宣

言の発出を踏まえて、情報伝達訓練のみを行うことを決定 

  訓練シナリオについて説明し、会派内での周知を依頼 

２ 議会基本条例及び実行計画の検証について 

  昨年の実施方法を確認し、本年の実施方法について、会

派での協議を依頼 

３ 議会モニター制度について 

  他市の例などの参考資料を提示し、意義・目的をどのよ

うに考えるか、会派で協議するよう依頼 

26 
令和 3年 

9月 9日(木) 

１ 防災訓練について 

  防災訓練に関する反省点や課題等について、各会派の意

見を聴取し、出された意見を整理した上で、今後、改善点

等について協議していくことを確認 

２ 議会基本条例及び実行計画の検証について 

  各会派の意見をもとに協議し、条例の検証については、

２年に１回実施すること、また、検証方法については、前

回と同様とすることを決定 

３ 議会モニター制度について 

  意義や目的について、各会派の意見を聴取。 

  出された意見を整理した上で、今後、想定される制度の

概要について協議することを確認 

27 
令和 3年 

9月 30日(木) 

１ 防災訓練について 

  前回の会議で出された反省点や課題等への対応案を提示

して協議し、案のとおり取り組んでいくことを決定 

２ 議会基本条例及び実行計画の検証について 

  前回の会議で決定した事項を取りまとめた資料を提示

し、資料のとおり検証していくことを確認 

３ 議会モニター制度について 

  前回の会議で出された意見をもとに、想定される制度の

概要を提示し、議会モニター制度の導入の是非及び導入す

る場合の目的等について、会派での協議を依頼 

４ 質問等の在り方について 

  質問等に関する具体的な検討事項を提示し、その一部に

ついて、委員間での意見交換を行った上で、会派での協議

を依頼 

５ 舞鶴市議会議員研修会について 

  議員研修会の予定と内容を説明するとともに、令和 4 年

度における研修のテーマについて、会派での協議を依頼 

６ 映像コンテンツの充実について 

  定例会の報告と委員会の報告を映像で配信する案を提示

し、取組の是非と懸念事項について、会派での協議を依頼 
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28 
令和 3年 

10月 12日(火) 

１ 議会モニター制度について 

  各会派の意見をもとに協議し、今期で取り組むことは見

送り、次期であらためて検討する（次期へ申し送る）こと

を決定 

２ 質問等の在り方について 

  各会派の意見をもとに協議し、質問順序を現状どおりと

することを決定するとともに、それ以外の項目は、次回協

議資料を提示することを確認 

３ 舞鶴市議会議員研修会について 

  会派意見をもとに協議し、研修内容の委員長案がまとま

った時点で、会議に諮ることを確認 

４ 映像コンテンツの充実について 

  会派意見をもとに協議し、実施する方向で準備を進め、

内容の案を示すことを確認 

５ ９月定例会における課題等について 

  会派意見及び常任委員長の意見をもとに協議し、次回以

降順次協議資料を提示して検討していくことを確認 

６ 議員定数について 

  議員全員での意見交換を踏まえた会派の意見を確認 

  10月 15日に提出される見込みの報酬審の答申も踏まえ、

各会派で、定数、報酬、委員会数を総合的に議論しておく

よう依頼 

  10月 21日の議員全員による意見交換の進め方について、

資料を提示して協議し、案のとおり実施することを決定 

７ 通年議会について 

  制度の概要に関する資料を提示し、会派内での共有及び

理解の促進を依頼するとともに、検討に当たって必要な資

料があれば、事務局へ連絡するよう依頼 

29 
令和 3年 

11月 2日(火) 

１ 映像コンテンツの充実 

  映像による定例会の報告、委員会の活動報告について、

広報会議での確認を経て公開することを決定 
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30 
令和 3年 

11月 5日(金) 

１ 質問等の在り方について 

  協議資料を提示して議論し、会派での協議を依頼 

２ 通年議会について 

  協議資料を提示して議論し、具体的な議論に入るかどう

か、会派での協議を依頼 

３ 定数及び報酬について 

  各会派の意見を聞いて意見交換し、議員報酬については、

「現状どおり」とする方向で、議論の取りまとめ資料を作

成することを確認 

  議員定数については、次回で結論を出すこととし、どの

ように決定するか、会派での協議を依頼 

４ ９月定例会の反省点等について 

  協議資料を提示して議論し、案のとおり決定するととも

に、質問資料に関するルールについては、会派での協議を

依頼 

５ 議員研修会について 

  実施要領を提示し、事例検討で題材とする質問を募集す

ることとして、会派での希望者の取りまとめを依頼 

６ 市民と議会のわがまちトークについて 

  12月以降のスケジュールを確認。会派での周知を依頼 

７ 基本条例実行計画の検証について 

  令和 3 年の実績を確認し、次期に申し送るべき事項につ

いて、会派での協議を依頼 

８ 所信表明の検証について 

  所信表明に関する決定事項に基づき、副議長選挙に向け

た所信表明について、議会人事の協議で詳細を決定するこ

とを確認 

  議長及び副議長の所信表明の検証を、次回の委員会にお

いて実施することを確認 

９ 議会活性化特別委員会の存続について 

  議会活性化特別委員会を今後も存続させるかどうか、会

派での協議を依頼 
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31 
令和 3年 

11月 12日(金) 

１ 質問等の在り方について 

  各会派の意見を基に協議し、分割質問における表題ごと

の分割を認めること、代表質問における一問一答方式を認

めることを決定するとともに、質問時間については、継続

して協議していくことを確認 

２ 通年議会について 

  会派意見を基に協議し、調査を継続することを確認 

３ 本会議の質問資料に関するルールについて 

  各会派の意見を基に協議し、資料提示の意思は、発言通

告書への記載により議長に申し出ることとし、そのほかは、

案のとおりとすることを決定 

  フリップによる資料提示も含めて申し合わせを整理し、

後日、資料として示すことを確認 

４ 基本条例実行計画の検証について 

  各会派の意見を基に協議し、今後、ホームページの構成

変更を含めて分かりやすいものにするための検討を行うこ

とを確認 

５ 所信表明の検証について 

  議長と副議長が、それぞれ所信表明に対する自己評価を

述べ、検証を終了 

６ 議会活性化特別委員会の存続について 

  各会派の意見を基に協議し、議会活性化特別委員会の活

動を終了することとして、今後（委員改選後）の議会活性

化に関する議論は、議会運営委員会において行うことを決

定 

７ 定数及び報酬について 

  議員定数の結論の出し方について、各会派の意見を基に

協議し、委員長案を示すことを決定 

  委員長案（定数 1減）について、会派での協議を依頼 

  定数と報酬の検討結果として公表する資料の案を示し、

異議もなかったことから、定数の結論が出た時点で最終案

を提示することを確認 

32 
令和 3年 

11月 16日(火) 

１ 議員定数ついて 

  前回示した委員長案について、各会派の意見を基に協議

し、委員長案に同意する意見が大半であったことから、議

員定数は、「１減の２５人」とすることを決定 

  定数と報酬の検討結果の取りまとめ資料を早急に整理し

て提示することを確認 

33 
令和 3年 

11月 19日(金) 

１ 活動実績等について 

  活動実績を確認し、申し送り事項を確認した上で、本会

議における最終報告の内容を決定 

 

２ 第 20期舞鶴市議会基本条例実行計画に係る取り組み 

⑴ 取組実績と評価（議会基本条例と実行計画の検証） 

   別添１のとおり 
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 ⑵ 検討に当たって設置した部会 

  ① 市民と議会のわがまちトークに係る作業部会 

   ・ 設置日 令和 3年 1月 21日 

   ・ 設置目的 「市民と議会のわがまちトーク」の実施方法等の詳細の検討 

   ・ メンバー 上羽和幸（座長）、伊田悦子、肝付隆治、仲井玲子、眞下隆史 

           （オブザーバー：山本議長、今西副議長） 

   ・ 検討経過 

№ 日  時 議   題 

１ 
令和 3年 

1月 21日(木) 

 座長に上羽議員を選出し、検討すべき事項と期限を

確認した上で、どのような実施方法が望ましいかを会

派でも協議するよう依頼 

２ 
令和 3年 

1月 26日(火) 

 各会派での議論を踏まえて協議し、8 月の実施を目

途に延期することとし、新型コロナウイルス感染症の

状況を見ながら具体的な協議を行うことを決定 

 作業部会による検討を一旦終了することを確認 

３ 
令和２年 

２月 21日(金) 

 テーマ設定の考え方について協議 

 常任委員会委員長との協議を行うことを決定 

 

  ② ＩＣＴ検討部会 

   ・ 設置日 令和 3年 2月 22日 

   ・ 設置目的 オンライン会議の実施要領、条例等の改正案、ＩＣＴの活用方策 

の詳細な検討 

   ・ メンバー 山本治兵衛（議長・座長）、上羽和幸、鴨田秋津、川口孝文、 

小杉悦子、野瀬貴則 

（オブザーバー：今西副議長） 

   ・ 検討経過 

№ 日  時 議   題 

１ 
令和 3年 

2月 22日(月) 

 検討事項及びスケジュールを確認 

２ 
令和 3年 

3月 3日(水) 

 オンライン会議に係る条例、規則、規程の改正につ

いて、全体としての考え方を整理し、改正事項と方向

性を確認 

 完全ペーパーレス化を想定し、議案審議を行う上で

の問題点等を意識しながら実際の審議に臨むよう依頼 

３ 
令和 3年 

3月 24日(水) 

 オンライン会議に係る条例、規則、規程の改正につ

いて、具体的な文言の協議を行い、方向性を確認 

 オンライン会議の実施要領について、定めるべき内

容の協議を行い、実施要領の骨子を確認 

 完全ペーパーレス化に向けた課題の整理を依頼 

４ 
令和 3年 

4月 8日(木) 

 オンライン会議に係る条例、規則、規程の改正案と

ともに、実施要領案を決定 

 完全ペーパーレス化に向けた課題等について意見交

換し、次回の会議で方向性の案を示すことを確認 
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５ 
令和 3年 

4月 14日(水) 

 完全ペーパーレス化に向けた課題等を整理し、方向

性やスケジュール感を確認 

６ 
令和 3年 

4月 21日(水) 

 完全ペーパーレス化に向けた取組について協議し、

次回の会議で方向性の案を示すことを確認 

 その他のＩＣＴ活用方策について意見交換 

７ 
令和 3年 

5月 10日(月) 

 オンライン会議に関する条例改正等の検討結果とし

て議会活性化特別委員会に報告する内容を決定 

８ 
令和 3年 

5月 20日(木) 

 今後のＩＣＴ活用方策について、これまで出された

意見を踏まえてどのように対応すべきかを、それぞれ

検討するよう依頼 

９ 
令和 3年 

5月 10日(月) 

 今後のＩＣＴ活用方策の検討結果として議会活性化

特別委員会に報告する内容について協議 

10 
令和 3年 

7月 15日(木) 

今後のＩＣＴ活用方策の検討結果として議会活性化特

別委員会に報告する内容について、グループウエアを

活用して最終確認 

   ・ 検討結果 別添２のとおり 

 

  ③ 予算作業部会 

   ・ 設置日 令和 3年 8月 6日 

   ・ 設置目的 議会費のあり方の検討 

   ・ メンバー 山本治兵衛（議長・座長）、今西克己（副議長）、 

   上羽和幸、鴨田秋津、小杉悦子、鯛慶一、谷川眞司 

   ・ 検討経過 

№ 日  時 議   題 

１ 
令和 3年 

8月 6日(金) 

 検討の進め方とともに、議会費の推移や令和 4年度

の議会費想定額を確認 

２ 
令和 3年 

8月 23日(月) 

 来年度予算に向けて、議会として必要な取組（重要

度・優先度）について協議 

３ 
令和 3年 

8月 26日(木) 

 来年度予算の要求に向けた骨子案について協議し、

案のとおり決定 

４ 
令和 3年 

9月 9日(木) 

 令和 3年度予算の減額補正について協議 

５ 
令和 3年 

9月 30日(木) 

 令和 3年度予算の減額補正について協議 

６ 
令和 3年 

10月 12日(火) 

 令和 3年度予算の減額補正について協議し、政務活

動費 1人一律 5万円の返還と、不用となった議長の出

張旅費、委員会の視察旅費の合計額の減額を決定 

 

⑶ 先進地視察 

  新型コロナウイルス感染症の影響を考慮してオンラインによる視察を実施した。 

№ 日程 視察先 調査内容 

１ 令和 3年 5月 14日（金） 岩手県北上市 議会活性化の取組について 

２ 令和 3年 5月 20日（木） 岩手県久慈市 議会活性化の取組について 

   ※視察報告書は別添３のとおり 
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４ 重点事項とその対応 

 ⑴ 議員の定数及び報酬 

   有識者の意見、市民との意見交換会、議員の活動量の調査、議員全員での議員間討

議、会派内での協議、舞鶴市特別職報酬等審議会への諮問など、様々な手法により検

討し、議員定数については、「１人減の２５人が適当」、議員報酬については、「現行額

が適当」との結論を出した。 

   ※協議の結果及び経過については別添４のとおり 

 

 ⑵ 通年議会 

   オンライン視察により先行事例を調査したほか、他市での導入状況、導入に当たっ

て検討された事項等を共有し、本市で導入する場合のメリット・デメリットを整理し

た上で、今後、具体的な協議を進めていくことを確認した。 

 

５ 前年からの申し送り事項とその対応 

 ⑴ 議会基本条例及び実行計画の検証に基づく課題等 

   検証結果に記載している検討課題等について、改善に向けた協議を実施されたい。 

  → 課題等が挙げられた 17項目について検討し、改善を図った。 

 ⑵ 議会アドバイザーの助言に基づく検討 

   総合計画の点検評価や議会基本条例の検証に係る議会アドバイザーの助言を踏まて、

より良い内容となるよう検討されたい。 

  → それぞれ、その在り方を再度検討し、総合計画の点検評価については、政策提言

に繋げる取組として実施した。また、議会基本条例の検証については、４年間の検

証サイクルを決定した。 

 ⑶ 作業部会等の検討結果に基づく検討 

   市民と議会のわがまちトークに係る作業部会及びＩＣＴ検討部会の検討結果を踏ま

え、実施に向けて着実に進められたい。 

  → わがまちトークについては準備を進めていたが、新型コロナウイルス感染症の影

響を踏まえて実施を見送った。ＩＣＴ検討部会の検討結果については、さらに具体

的に検討を進め、オンライン会議及び委員会の映像配信を開始した。 

 

６ 翌年への申し送り事項 

 ・ 議会運営委員会における計画的な議論の推進 

   これまで議会活性化特別委員会で協議してきた議会基本条例実行計画に定める取組

については、議会運営委員会において、引き続き計画的に議論されたい。 
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委員名簿（９人） 

委 員 長 
（議長） 

山 本 治兵衛 創政クラブ議員団 

副委員長 
（副議長） 

今 西 克 己 新政クラブ議員団 

委    員 上 羽 和 幸 公明党議員団 

委    員 鴨 田 秋 津 市民クラブ舞鶴議員団 

委    員 小 杉 悦 子 日本共産党議員団 

委    員 鯛   慶 一 新政クラブ議員団 

委    員 高 橋 秀 策 創政クラブ議員団 

委    員 谷 川 眞 司 創政クラブ議員団 

委    員 田 畑 篤 子 新政クラブ議員団 
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第20期舞鶴市議会基本条例実行計画に対する実績（令和2年12月～令和3年11月） 

№ 計画の項目及び内容 令和3年の実績 

1 

市
民
に
開
か
れ
た
議
会 

親
し
み
や
す
く
身
近
な
議
会 

ＦＭまいづるを活用した情報発信 

 
 コミュニティＦＭを活用して議会情報を発信し

ます。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 毎月1回ＦＭまいづる（コミュニティＦＭ）に議員が出演し、議会の

情報を発信 

 ➢ 令和3年の実績 

  ・ 放送日：R2.12.18、R3.1.29、2.19、4.23、5.28、6.25、7.30、 

   8.27、10.1、11.19 

【令和3年の新たな取組】 

◇ ＦＭまいづるとの意見交換やアンケート調査（2回）などを行い、放

送内容の充実を検討 

◇ 親しみやすい放送に向け、議員の人柄が見えるような内容を追加 

2 

児童生徒の議会学習機会の提供 

 
 小中学校及び高等教育機関の学習の一環として、

議会の機能や役割について学ぶ機会を提供します。 

【前年以前からの継続した取組及び実績】 

◇ 市内の小学校から高等教育機関までを対象に、議場での議会学習の機

会を提供する体制（マイクロバスによる送迎あり）を整え、希望に応じ

た内容で対応 

◇ 実施期間（日時）を特定して募集期間を設ける方法で実施することと

当日の進行や説明などは、可能な限り議員が実施 

 ➢ 令和3年の実績 

  ・ 令和3年1月に5小学校（合計239人）の受入を予定していたが、新

型コロナウイルス感染症の状況から全て中止 

  ・ 令和3年10月に市内小中学校に対して案内チラシを発送 

  

別添１ 
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3 

市
民
に
開
か
れ
た
議
会 

親
し
み
や
す
く
身
近
な
議
会 

効果的な情報発信の検討 

 
 議場・議会ロビーの活用のほか、ＳＮＳや舞鶴市

記者会を通じた情報発信など効果的な手法につい

て検討します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ ホームページと市議会だよりを軸として、メール配信サービスや公式

Facebook、プレス発表などを活用しながら、クロスメディアによる情報

発信を実施 

◇ 本庁１階ロビー及び議会ロビーに当日の会議の予定を掲出 

【令和3年の新たな取組】 

◇ 全議員がFacebookのアカウントを取得し、舞鶴市議会の投稿のシェア

などにより情報発信を促進できるよう勉強会を開催 

◇ 映像による情報発信（定例会の概要報告等）を行うこととし、令和  

3年11月から舞鶴市議会公式YouTubeチャンネルの運用を開始 

4 

市民の意見を反映させる仕組みの検討 

 
 市民との意見交換の場のあり方や、議会への理解

を深め、その意見を議会運営に反映させるための議

会モニター制度の導入について検討します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 市民と議会のわがまちトーク（意見交換会）を委員会活動と連動させ、

意見交換会で得られた意見を踏まえた政策提言を実施 

 ➢ 令和3年の実績 

  ・ 新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、「市民と議会のわがま

ちトーク」としての実施は断念 

【令和3年の新たな取組】 

◇ 市民と議会のわがまちトークに代わる意見交換等を常任委員会で行

い、市民意見を反映させた政策提言を実施 

◇ 議会モニター制度について検討し、今期での実施は見送ったものの、

次期にあらためて検討することを確認 

5 

傍聴環境の充実 

 
 傍聴者用資料の配置や手話通訳・要約筆記サービ

スの導入等を検討します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 本会議、委員会とも傍聴者用資料を配置 

◇ 手話通訳・要約筆記サービスが提供できる体制を整備（令和3年の手

話通訳・要約筆記の設置実績なし） 
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6 

市
民
に
開
か
れ
た
議
会 

正
し
く
理
解
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
議
会 

ホームページによる情報発信 

 
 会議日程や会議資料のほか、議会の取り組み全般

をタイムリーに掲載します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 会議日程や会議資料のほか、議会の取組全般をタイムリーに掲載 

◇ クロスメディアの考え方に基づき、各媒体からホームページへ誘導す

ることを念頭に、それぞれのコンテンツを作成 

 ➢ 令和3年の実績 

  ・ ホームページ総アクセス数（R2.11.1～R3.10.31）：44,085件 

7 

市議会だよりの発行 

 
 ＡＲ（拡張現実）活用など、より分かりやすい内

容となるよう工夫を重ねて発行します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 議会報編集部会において、より分かりやすい内容となるよう毎回協議

しながら作成 

◇ クロスメディアの考え方に基づき、他の媒体との連動を意識して内容

や構成を検討 

 ➢ 令和3年の実績 

  ・ №172（令和3年1月1日新年号）、№173（令和3年1月31日）、№174

（令和3年5月2日）、№175（令和3年5月25日臨時号）、№176（令和

3年7月31日）、№177（令和3年11月9日） 

【令和3年の新たな取組】 

◇ 現状に合わせて議会報編集要領を改正 

◇ 議会広報に関するアンケート調査を実施し、その結果を踏まえた市議

会だよりの内容となるよう検討 

◇ 時節のテーマに基づいて委員が提供した写真の中から表紙を選定 

◇ 電子版のカラー化について検討し、№174から実施 

8 

議案や会議資料の公開 

 
 本会議及び委員会の会議資料（審議資料）を公開

します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 本会議及び委員会の会議資料をホームページに掲載 

◇ 傍聴者に対して資料を配付（一部は貸し出しのみ） 
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民
に
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か
れ
た
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正
し
く
理
解
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さ
れ
る
議
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本会議の映像配信 

 
 本会議のライブ映像の配信と録画映像の配信を

行います。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 本会議のライブ映像と録画映像をインターネットで配信 

【令和3年の新たな取組】 

◇ 令和3年9月定例会から、議場のシステムの更新に伴い、本会議の配信

映像に資料を表示させる運用を開始 

 ➢ 令和3年の実績 

  ・ ライブ映像視聴者数（R2-12～R3-9）：1日平均104.4人 

10 

議会の仕組みの冊子の発行 

 
 議会に対する理解と関心を高めるため、議会の仕

組みについて取りまとめた冊子を発行します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 議会の構成や審議の流れなどを分かりやすく示した冊子「舞鶴市議

会のしおり（令和3年2月作成）」を傍聴者や議会学習会の参加者等に配

付 

11 

委員会の映像配信 

 
 本会議に加え、委員会のライブ映像の配信や録画

映像の配信について検討します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 議会活性化特別委員会及びＩＣＴ検討部会において、実施に向けた

詳細な検討を実施 

【令和3年の新たな取組】 

◇ 令和3年9月から、議案の審議を行う委員会等インターネット配信（ラ

イブ・録画）を開始 

 ➢ 令和3年の実績 

  ・ 委員会映像の配信回数（R3.11.4時点）：5委員会合計15回 

  ・ 委員会映像の視聴回数（R3.11.4時点）：5委員会合計1,960回 

12 効果的な情報発信の検討[再掲] （№3に記載） 

13 

活動記録のあり方・見せ方の検討 

 
 会議資料の掲載などによる分かりやすい会議録

への見直しや、会議の開催状況、審査案件、議会の

取り組みなども記載した「議会白書」の発行につい

て検討します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 会議録の巻末に会議資料を掲載 

◇ 会議の開催状況や審査案件、議会の取組なども記載した「議会年報」

及びトピックスをまとめた資料を作成し、ホームページで公開 
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14 市
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所信表明の推進 

 
 議長及び副議長選挙における所信表明の実施方

法のほか、所信表明の検証等について検討します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 議長と副議長の所信表明及び所信表明の検証を実施 

15 

議会基本条例の検証 

 
 条例に基づく活動の自己評価を行い、検証すると

ともに、外部評価の仕組みについて検討します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 基本条例実行計画の検証を実施 

【令和3年の新たな取組】 

◇ 検証時期について協議し、条例との整合の検証は2年に1回、実行計画

の検証は毎年行うことを決定 

16 

議
会
機
能
の
充
実 

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
充
実
し
た
議
会 

舞鶴市総合計画の点検評価 

 
 進捗状況について点検評価し、執行機関へ意見を

提出します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 各常任委員会の重点事項に沿って選定した項目について点検評価

し、評価意見を市へ伝達 

17 

議員間討議の検討 

 
 効果的な場面や内容について検討し、実施しま

す。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 効果的な場面や内容を検討しながら実施 

 ➢ 令和3年の実績 

  ・ 各常任委員会において、政策提言や総合計画の点検評価の意見を

まとめる場合等で実施 

18 

参考人制度の活用 

 
 専門的な意見等を参考とするため、参考人制度の

効果的な活用を図ります。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 効果的な場面や内容を検討しながら実施 

 ➢ 令和3年の実績 

  ・ 令和3年3月及び8月の市内造船事業に関する調査特別委員会にお

いて、1人（ＪＭＵ舞鶴事業所管理部長）を参考人として招致 

  ・ 令和3年8月の原子力防災・安全等特別委員会において、3人（関

西電力高浜発電所長等）を参考人として招致 

19 

附帯決議の活用 

 
 議会として必要な要望事項等を執行機関に伝え

るため、附帯決議の活用を図ります。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 平成27年に策定した附帯決議の運用方法に沿って実施（令和3年は、

附帯決議の実績なし） 
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20 

議
会
機
能
の
充
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チ
ェ
ッ
ク
機
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議員力の向上 

 
 研修機会の創出に努めるとともに、各議員も研修

会等に積極的に参加するなど自己研鑽に努めます。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 議員研修会の主催のほか、各議員へ研修等の情報提供を行うなど、機

会を提供 

 ➢ 令和3年の実績 

  ・ 令和3年1月に議員定数及び議員報酬をテーマとした議員研修会

を開催（講師：㈱地方議会総合研究所 代表取締役 廣瀬 和彦 氏） 

  ・ 令和3年10月に委員会運営をテーマとした議員研修会を開催（京

都府市町村振興協会主催の委員長研修会を視聴） 

21 

議会図書室の充実 

 
 蔵書の充実を図るほか、市立図書館との連携等、

機能の充実を図ります。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 議会報編集部会において選書し蔵書を充実 

 ➢ 令和3年の実績 

  ・ 民主主義や政治に関する書籍3冊を購入 

22 

代表質問・一般質問の活用 

 
 代表質問及び一般質問を監視や提言の機会とし

て有効に活用するとともに、その効果的なあり方に

ついて検討します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 監視や提言の機会として有効に活用 

 ➢ 令和3年の実績 

  ・ 2年12月：一般17人、3年3月：代表4人・一般18人、3年6月：一般

23人、3年9月：代表5人、一般12人 

【令和3年の新たな取組】 

◇ 令和3年9月定例会から配信映像に資料を表示させて質問を行う運用

を開始し、その運用に関するルールを決定 

23 

通年議会の検討 

 
 通年議会の調査研究を行い、導入について検討し

ます。 

【令和3年の新たな取組】 

◇ 通年議会に関する他市の状況や考え方を共有した上で、本市での導

入について協議し、より具体的な検討を進めていくことを確認 
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24 議
会
機
能
の
充
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チ
ェ
ッ
ク
機
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し
た
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議案審議のあり方の検討 

 
 議案勉強会の実施のほか、議案質疑や総括質疑等

のあり方を検討します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 各会派、各議員が議案審議の充実を図るための自主的な調査や勉強

会等を行うことを確認 

【令和3年の新たな取組】 

◇ 議案質疑の在り方について確認するとともに、より分かりやすい審

議とするために、令和3年9月定例会から、細かく区分して質疑を行う運

用を本格実施（委員長会議を開催して協議・調整） 

25 

委員等の任期の検討 

 
 委員会委員や正副議長の任期について検討しま

す。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 議長、副議長、議選監査委員、常任委員会委員の任期について、現状

どおりとすることを確認（R2確認）。 

26 

議
会
機
能
の
充
実 

よ
り
よ
い
政
策
を
生
み
出
す
議
会 

委員会視察の反映 

 
 各委員が視察結果の所管等について述べる機会を

設け、委員会としての活動に反映させます。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 各委員が視察結果の所感等を述べる機会を設け、その後の委員会と

しての活動に反映 

 ➢ 令和3年の実績 

  ・ オンラインによる視察（4委員会合計11箇所）を実施し、政策提

言に反映 

27 議員間討議[再掲] （№17に記載） 

28 参考人制度の活用[再掲] （№18に記載） 

29 附帯決議の活用[再掲] （№19に記載） 

30 議員力の向上[再掲] （№20に記載） 

31 議会図書室の充実[再掲] （№21に記載） 
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32 

議
会
機
能
の
充
実 

よ
り
よ
い
政
策
を
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み
出
す
議
会 

議会事務局の機能強化 

 
 議会機能を最大限発揮できるよう支援する議会事

務局の機能を強化します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 議会機能を最大限に発揮できるよう支援する議会事務局の機能を強

化していくことを確認 

◇ 事務局職員が各種研修会に参加 

 ➢ 令和3年の実績 

  ・ 全国市議会議長会事務局職員研修会（会議録調製等） 

  ・ 北部五市議会事務局職員研修会（事例研究） 

33 代表質問・一般質問の活用[再掲] （№22に記載） 

34 

政策条例の提案 

 
 議会側から政策条例を提案する場合の手続等に

ついて、事例を重ねる中で、より効果的な仕組みづ

くりを行います。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 政策条例を提案する場合の手続を平成28年に定めており、実績を重ね

る中で改善を検討していくことを確認（令和3年は提案実績なし） 

35 

政策条例の検証 

 
 議員提案・委員会提案により制定した条例の検証

について検討します。 

未検討 

36 

政策提言に向けた委員会活動 

 
 各常任委員会で定める重点事項について、先進事

例の調査や現状調査、市民意見の聴取などを通じて

政策提言に向けた検討を行います。 

【令和3年の新たな取組】 

◇ 4常任委員会が、重点事項に関する調査研究（先進地視察、市内現地

視察、関係団体との意見交換等）を通じて政策提言を取りまとめ、市長

に提出 

37 

効
率
的
・
効
果
的
な

議
会
運
営 

効
率
的
な
運
営
を 

行
う
議
会 

委員会の活動計画の策定 

 
 各委員会において重点的に取り組む事項やスケ

ジュールなどを定めて計画的に活動します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 各委員会において重点的に取り組む事項やスケジュールなどを定め

て計画的に活動 

38 議会事務局の機能強化[再掲] （№32に記載） 
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39 

効
率
的
・
効
果
的
な
議
会
運
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効
率
的
な
運
営
を
行
う
議
会 

会議のあり方の検討 

 
 各種会議の運営方法等について、内容に応じた適

切なあり方を検討します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 各種会議の運営方法等について、内容に応じた適切なあり方を随時検

討することを確認 

◇ 令和2年の見直しのとおり議員協議会を開催（内容として議会側から

の説明要求を追加、11月、1月、4月以外は部長級職員の出席を関係者の

みに変更、定例会の初日と最終日の本会議前の議員協議会を廃止） 

40 

議員の定数及び報酬の検討 

 
 次期改選に向け、適正な定数及び報酬について検

討します。 

【令和3年の新たな取組】 

◇ 有識者の講演、市民との意見交換会、議員全員での議員間討議、議会

活性化特別委員会における協議、会派における協議、舞鶴市特別職報酬

等審議会への諮問など、多くの手法により検討し、結論（定数は１人減

の２５人、報酬は現行どおり）を取りまとめ 

41 

先例集等の見直し 

 
 毎定例会後に事例を整理・検証し、基本条例の趣

旨を踏まえた先例、申し合わせ等の見直しを行いま

す。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 事例の整理とともに申し合わせ等の見直しを検討 

42 

ＩＣＴの活用 

 
 タブレット端末等の有効活用のほか、ＩＣＴの活

用による活動の充実と効率化を図ります。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ ペーパーレス会議システムやグループウエアの活用により、議会・議

員の活動の充実と効率化を促進 

【令和3年の新たな取組】 

◇ オンライン会議、委員会の映像配信、タブレット端末の整備等につい

て検討し、オンライン会議は6月から本格実施、委員会の映像配信は9月

定例会から実施したほか、令和4年度予算要求にタブレット端末の導入

を盛り込むことを確認 

43 

会派のあり方の検討 

 
 会派制の長所を生かす方法のほか、会派を構成す

る人数や議長の会派所属などについて検討します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 会派構成人数と議長の会派所属について、現状どおりとすることを確

認（令和2年確認） 
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44 

効
率
的
・
効
果
的
な
議
会
運
営 

効
果
的
な
運
営
を
行
う
議
会 

会議のあり方の検討[再掲] （№39に記載） 

45 議員の定数及び報酬の検討[再掲] （№40に記載） 

46 

議会における危機管理の検討 

 
 「舞鶴市議会における災害対応」について、議会・

議員の役割や行動を検証し、実効性をより高めるた

めの見直しを行います。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 平成29年に「舞鶴市議会における災害対応」、令和2年に「地震発生時

の行動マニュアル」をとりまとめ、防災訓練（令和3年は9月1日に実施）

等を通じて、実効性をより高めるための検証と見直しを随時実施 

47 通年議会の検討[再掲] （№23に記載） 

48 委員等の任期の検討[再掲] （№25に記載） 

49 

議選監査委員のあり方の検討 

 
 議会選出の意義や効果を検証し、あり方について

検討します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 平成30年の協議において、当面現状維持としつつ、他市の状況等を踏

まえて適宜検討することを確認 

◇ 令和2年の協議において、状況の変化等に応じて適宜協議することと

し、当面現状どおり議会選出を行うことを確認 

50 

予算要望の検討 

 
 議会に必要な予算の確保に向けた取り組みにつ

いて検討します。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 予算作業部会を設置して議会予算のあり方について協議し、方向性を

決定した上で予算を要求 

◇ 新型コロナウイルス感染症の影響により不要と見込まれる予算の減

額（返還）について協議し、12月定例会で減額補正 

51 

他市との交流・連携の促進 

 
 他市の委員会傍聴や視察受入時に機会を設ける

など、意見交換を通じた交流・連携を図ります。 

【前年以前からの継続した取組】 

◇ 近隣議会との議員研修会の相互参加（令和3年は、コロナ禍の状況を

踏まえて相互参加を自粛） 

◇ 調査視察（訪問・受入れの両方）の際に意見交換の機会を設定（令和

3年の実績なし） 
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今後のＩＣＴ活用方策に関する検討結果（提案） 

 

１ 完全ペーパーレス化に向けた取組 

 ⑴ 公費による統一端末の整備 

   公務で使用する（公的な情報を扱う）端末の利便性やスペックなどに格

差が生じるのは避けるべきであることや、複数の資料を見ながら行う議案

審査においては、２台の端末（ノートパソコンやタブレット）が不可欠であ

ることなどから、現在の個人所有の端末にプラスして、公費による端末を

整備することが必要である。 

   なお、仮に１台での議案審査等が可能であったとしても、端末の使途か

ら、本来公費で整備されるべきものであるところ、利活用の不確実性の面

から公費での整備が認められず、実績を示すためにも、全議員が私費で端

末を調達して運用を開始した経緯がある。 

   端末は、管理・使用の両面の扱いやすさを考慮して、12.9 インチの iPad 

Pro が適当と考えられる。 

   運用にあたっては、私費の端末と同様ではなく、舞鶴市の備品として厳

格に管理することは言うまでもないが、議員の活動が庁舎内に留まらない

ことも考慮して、ルールを十分に検討する必要がある。 

 

 ⑵ 議案や議案資料の工夫 

   議案や議案資料のペーパーレス化によって審査の質が低下することは避

けなければならない。 

   ペーパーレス化に当たっては、紙で見ることを前提に作られている現在

の資料のままではなく、ＰＤＦ形式のデータで見ることを前提としたもの

に変える必要がある。 

   例えば、ページ数が多いことや複数の資料を見比べながら審査している

ことから、議案関連の資料（予算書、事項別明細書、主な事務事業調など）

が連続して見られるように組み替えることも、電子データであれば可能で

あると考えられる。 

   執行機関側との具体的・実務的な協議が必要である。 

 

 ⑶ 現在のペーパーレス会議システム（SideBooks）の有効活用 

   ペーパーレス化に当たっては、資料の工夫とあわせて、議会側がペーパ

ーレスでの審査を確実かつ円滑に実施できるように準備しておくことが必

要である。 

   全議員が現在のシステムの機能を有効に活用しているとは言い難い状況

にあるため、ペーパーレス化に備えて、熟度を上げる必要がある。 

   あらためて全ての機能について、詳細な使い方や有効に活用できる場面

の説明を行うなど、研修等の機会を設けることが必要である。 

 

別添２ 
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２ 議会内文書の電子化に向けた取組 

 ・ 提出文書の押印廃止 

   行政手続等における押印の廃止に向けた動きも踏まえ、議会においても

デジタル化を推進すべきである。 

   法令等に基づく提出書類は、その法令等に従う必要があるが、発言通告

書など議会内部の手続における押印の廃止は、議会の意思によって実施可

能であることから、積極的に取り組むべきである。 

   このことによって、これまで直接提出する必要があったものも、メール

等での提出が可能となり、効率的な運営に寄与するものと考えられる。 

   議会内部の文書における押印の状況を洗い出し、押印の必要性について

確認した上で、廃止の検討を行う必要がある。 

   あわせて、電子データでの提出に関するルールについても整備しておく

必要がある。 

 

３ 情報共有の円滑化に向けた取組 

 ・ 現在のグループウエア（サイボウズ Office）の有効活用 

   情報共有のツールとしてグループウエアを導入しているが、全議員がそ

の機能を有効に活用しているとは言い難い状況にあるため、今後のデジタ

ル化に備えて、熟度を上げる必要がある。 

   あらためて全ての機能について、詳細な使い方や有効に活用できる場面

の説明を行うなど、研修等の機会を設けることが必要である。 

   あわせて、資料掲載場所の再構成や、スケジュール掲載の徹底など、管理

面の充実も検討する必要がある。 

 

【その他付記事項】 

 ＩＣＴ検討部会においては、上記３項目以外に検討した事項もあるが、必要

性や費用対効果などの面から、現時点では具体的な提案を見送ったものであり、

参考として検討内容を報告する。 

① ペーパーレス会議システム及びグループウエアの最適化 

  ペーパーレス会議システムとグループウエアについては、より使い勝手の

よいもの、機能が多いものに変更することも含めて、最適化を検討する必要

があるのではないかとの考えから、具体的に不足する機能等について協議し

たが、現在のシステムの機能を有効に活用した上での議論が必要との結論に

達し、前述のとおり有効活用を図る方法の提案とした。 

 

② 演壇及び発言席へのコンセントの設置 

  タブレットを活用した一般質問や討論に際し、演壇や発言席にコンセント

が必要ではないかとの考えから、具体的に必要な場面等について協議したが、

議席にコンセントがあることなどから、必要性は低いと判断し、提案には至

らなかった。 
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③ 議場へのスクリーンとプロジェクターの配置 

  モニターよりも大きい画面で資料等を映し出すことにより、見やすく分か

りやすいものになるのではないかとの考えから、具体的な用途や設置場所等

について協議したが、議員と執行機関は電子データで共有していること、傍

聴者に見えやすいように設置することは困難であること、傍聴者に対しては、

資料の配布で代用が可能であることなどから、必要性は低く、提案には至ら

なかった。 

  なお、傍聴席用のモニターの設置のほうが効果は高いと考えられるため、

経費も必要となるが、検討の余地はあるものと考える。 

 

④ プロンプターの導入 

  演壇や発言席での発言の際に原稿等を表示させるプロンプターを導入すれ

ば、より円滑な進行が見込めるのではないかとの考えから、具体的な活用の

場面等について協議したが、不可欠なものではなく、費用対効果の面で十分

に説明できるものではないことから、提言には至らなかった。 

 

⑤ 議員用の公式メールアドレスの付与 

  公式のメールアドレスがあれば、市民からの意見が届きやすく、連絡先と

しても分かりやすいのではないかとの考えから、運用方法等について協議し

たが、簡単に取得できるＷＥＢメールでは公式のメールアドレスとしての信

頼性に欠けること、独自のドメインを取得するには経費もかかり、見合うだ

けの効果が見込めるかが不透明であることなどから、必要性と比較して、提

案には至らなかった。 

 

⑥ 音声認識による字幕の導入 

  音声をリアルタイムで文字に変換して表示するソフト（システム）があれ

ば、聴覚障害者の傍聴時に、手話通訳者や要約筆記者が配置できない場合に

おいて活用できるほか、配信映像への挿入も可能となるとの意見が出された

が、技術面や経費面が未知数であり、今後、必要に応じて検討するべき課題と

した。 
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調査視察報告書 

令和 3 年 5 月 

議会活性化特別委員会 

日 程 令和 3 年 5 月 14 日（金）・20 日（木） 

視察先 

及び 

調査事項 

岩手県北上市（14 日午前 10 時～11 時 30 分） 

 ・ 議会活性化に関する取組について 

岩手県久慈市（20 日午後 1 時 30 分～3 時） 

 ・ 議会活性化に関する取組について 

参加委員 
山本治兵衛（委員長）、今西克己（副委員長）、上羽和幸、 

鴨田秋津、小杉悦子、鯛慶一、高橋秀策、谷川眞司、田畑篤子 

調    査    概    要 

【岩手県北上市】 

調査事項：議会活性化に関する取組について 

     （通年会期、施策評価、政策提言、一般質問の実施時期 等） 

 

＜対応いただいた方＞ 

北上市議会 議長、副議長、事務局職員 

 

＜調査事項に関する説明の概要＞ 

[通年会期] 

 議会が活動できるのは、会期中のみであること、議会を招集できるのは市

長のみであることが、課題として認識されていた中で、常任委員会が、会期

にとらわれず、年間を通して活動できる環境を整備することを最大の目的と

して、平成 24 年度から「通年議会」についての検討を開始。 

 当初は、地方自治法に基づく「通年

会期」の実施に向けて検討していたが、

年度末の条例改正の専決処分に関して

意見が分かれ、執行機関とも協議する

中で、問題点を解決する方法として、

定例会の回数を年１回として、会期を

約１年間とする「通年議会」の導入に

切り替えた。 

 通年議会への移行に当たっては、定

例会の会期中における各会議の名称や

その開催方法、一事不再議や発言の取

議会広報による通年議会の周知  

別添３ 
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消し又は訂正の取扱いを整理するための会議規則の一部改正、専決処分事項

についての議決の一部改正（項目の追加）、通年議会を明文化する議会基本条

例の一部改正を行い、平成 27 年 12 月から通年議会を導入。 

 年度当初（4 月 10 日前後）に市長が招集し、会期をほぼ１年間の定例会と

する形で、それまでの制度の仕組みを残しながら通年での活動を可能とした。 

 通年議会導入の効果として、常任委員会の活動が活発化し、議会からの政

策的な提言を行うようになったこと、請願・陳情に速やかに対応できるよう

になったこと、議会の意思によっていつでも議会の開催が可能となったこと

が挙げられる。 

[施策評価] 

 総合計画の基本計画に掲げられている施策を対象として、７月から８月に

各常任委員会で評価する施策を３～５項目選定し、１１月に市の評価結果の

ヒアリングを行って各委員が評価した後、１月に委員会としてまとめ、２月

に全員協議会で共有して議会としての評価結果とした上で、３月には評価結

果を執行機関に送付するとともに公表している。 

 「順調」「概ね順調」「やや遅れている」「遅れている」の４段階で評価し、

「継続」「拡充」「縮小」「廃止・休止」の４段階の方向性を出している。 

[政策提言] 

 市民と議会をつなぐ会での意見や請

願・陳情、各会派の調査研究をもとに、各

常任委員会において、４～５月にテーマ

を決定するとともに、調査研究方法を検

討する。 

 ７～１０月に視察や有識者・関係団体

等からの意見聴取などの調査研究を行

い、中間報告書を作成して、全議員から意

見を募集する。 

 その意見と有識者・関係団体からの意

見を踏まえて、提案の素案を検討し、１月

に委員会の最終報告としての提案の素案

を作成して議長に提出する。これは、委員

会での全会一致が前提となっている。 

 ２月に全員協議会において委員長が報告し、質疑、討論を経て採決を行い、

賛成多数の場合は、調査報告書として市長へ報告する。全会一致の場合は、

議案化が必要な場合は議案として提出し、本会議での議決をもって市長が執

北上市議会における政策提言の流れ  
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行することとなり、議案化の必要がない場合は、提言書として市長に提出し

ている。 

[一般質問の実施時期] 

 議案の委員会審査後に一般質問を実施している意図は、書記の委員長報告

作成時間と、討論の検討時間をとるため。 

【岩手県久慈市】 

調査事項：議会活性化に関する取組について 

     （政策サイクル、基本条例と活動の検証、ＩＣＴの活用、通年会期 等） 

 

＜対応いただいた方＞ 

久慈市議会 議長、議会運営委員長、広報広聴会議座長、事務局職員 

 

＜調査事項に関する説明の概要＞ 

[議会基本条例と活動の検証] 

 議会基本条例等形式を整える議会改革の段階（第１ステージ）から、地域

課題を解決し、成果を出す段階（第２ステージ）に移行しており、その第２

ステージで回すべきサイクルは、基本条例で規定された「ありたい議会」に

近づくための議会改革サイクルと、住民の役に立つために政策を提案、実現

する政策サイクルの２

つであると考えてい

る。 

 議会評価は、5 分類

20 項目について、個人

で 5 段階の点数評価を

行い、全員協議会で全

体の評価を確定させ、

ホームページや議会広

報で公開している。 

[政策サイクル] 

 市民との意見交換会や決算審査・政策評価、議員個人のマニフェストに基

づく一般質問の中から、議員間討議によって委員会ごとのテーマを検討し、

既存事業の評価、関係者との意見交換、先行事例の視察などを経て、議員間

討議によって政策を立案していく。 

 それを、決議・議員提案条例・意見書・要望書などの方法で政策提言し、

政策が実現したか、効果があったかなどの検証を行っている。 

回すべき２つのサイクル  



4 

 政策形成のプロセス

は、課題発見、課題設

定、現状把握、委員会で

の討議、政策討論を経

て政策提言につなげる

流れを確立している。 

[ＩＣＴの活用] 

 議会基本条例にもＩ

ＣＴの積極的な活用を

規定しており、ＩＴで

はなく、コミュニケーシ

ョンの重要性を強調したＩＣＴで、議会と市民、また、議会内の情報共有を

図っている。 

 タブレット端末とグループウエア（サイボウズ Office）を導入しており、

議員としては、スケジュールの明確化、情報領域の拡大、通知や資料の伝達

の迅速化など、事務局としては、事務作業の軽減、連絡トラブルの防止、議

員とのコミュニケーションの円滑化などがメリットとして挙げられる。 

 デメリットとしては、慣れることが必要であることと、購入費・通信費の

負担などがある。 

 議場内では、100 型のスクリーン 2 つにプロジェクターで資料を表示でき

るようにしており、執行機関や傍聴者からは好評を得ている。 

[通年会期] 

 様々な議会改革の取組の中に通年会期制の導入も位置付けており、平成 26

年 12 月定例会で、通年会期条例をはじめ、関係例規の制定・改廃を行った。 

 議会改革の検討初期段階からの案件であり、通年議会制か通年会期制かの

議論や、議会、執行機関、市民のそれぞれにとってのメリット・デメリット

を検討した結果、通年会期制を採用することとした。 

 会期は、4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までで、定例日は、これまでの定例会

と同様の年４回を設定している。 

 導入後の感想として、議会側からは、議会が主体で会議を開くのが本来の

あるべき姿であることや、委員会活動が充実し、政策提言もできたことなど、

また、議会側、執行機関側とも、年間のスケジュールがわかるので予定が組

みやすいというようなメリットが挙げられており、執行機関側として、デメ

リットと感じることはないと言われている。 

 

久慈市議会における政策形成のプロセス  
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【２市の視察を通じての委員の所感等】 

[通年議会] 

・ いつでも本会議や委員会などの議会活動が可能となることは、メリット

であると感じる。 

・ 議会における審議の主導権が議会側に移ることで、責任感が増し、活性

化も進むと考えられることから、本市議会においても実施に向けて検討す

る価値があると考える。 

・ 議員だけでなく事務局の仕事量も増えると考えられることから、その点

も議論するべき。 

・ いつでも開催できるという考えもあるが、現行制度の中で、執行機関側

も議会側もメリハリのある議論を行うという考えも大切であると感じた。 

・ 議会活動が増えることで議員活動の時間が減り、市民要望を聞く時間や、

質問に係る調査研究等の時間が減るというデメリットがあると思う。執行

機関との関わりが濃くなる一方で、市民との距離が遠くなるのではないか。 

・ 専決処分の項目が増加することは理解し難い。 

・ 議会活性化に向けた取組を進めてきた中で、さらに活動を活発化させる

方法として通年議会に到達した経緯が理解できた。 

・ 北上市の視察の中で、議会改革において、議会基本条例はエンジン、通

年議会はアクセルであるとの発言が印象的であった。 

 [議会基本条例と活動の検証] 

・ 議会基本条例の特徴として、あまり背伸びをせず、しっかりと取り組め

る内容や、市民にとって親しみやすくわかりやすい形の条例にしている点

が素晴らしいと感じた。 

・ 活動の検証は、5 分類 20 項目に分けて点数評価されており、本市議会で

行っている基本条例の検証の方法の一つの案として検討の余地がある。 

[一般質問の実施時期] 

・ 本市議会で見られる議案に係る一般質問は、本来、委員会や分科会で行

うべきものであり、それを是正できるほか、一般質問の要旨が議案と一部

重複したとしても、委員会等で質疑を行ったあとに質問できることで、提

案型や、より深い議論が可能になると考える。 

・ 一般質問の実施時期について協議することは有意義であるが、北上市と

同じやり方が望ましいとは思わない。 

[その他] 

・ 北上市の政策評価、政策提言、久慈市の政策サイクル、基本条例と活動

の検証、ＩＣＴの活用などは、本市議会においても同じレベル以上の取組
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ができていると感じたが、より良い取り組みとするための参考としたい。 

・ 議会モニター制度によって、市民目線を意識した議員活動の見える化と

活性化に取り組む姿勢が見えた。 

・ 両市とも取り組まれているモニター制度は、オンブズマン的な機能が働

くことで、議員の態度、発言の質の向上、一般質問の精度の向上はもとよ

り、広報紙やホームページなどの議会活動等の見せ方に対して、市民の生

の御意見をいただける良い取組で、本市議会でも是非やりたい。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

舞鶴市議会議員定数及び報酬に係る 

協議経過・結果報告書 

 

 

 

 

 

令和３年 11月 

 

舞鶴市議会 
 

 

 

 

別添４－１ 



1 
 

 

 

舞鶴市議会議員定数及び報酬に係る協議経過・結果報告書 

 

～ 目 次 ～ 

 

 

１ はじめに   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

 

２ 議員定数に係る結論  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

 

３ 議員報酬に係る結論   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

 

４ 議員定数及び報酬に係る議論の経過  ・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

※ 議論に用いた資料等は、別添「参考資料」を参照してください。 

 

≪資料掲載内容≫ 

１ 舞鶴市議会の議員定数、議員報酬、手当等の沿革 

２ 舞鶴市議会の議員定数に係る変遷 

３ 舞鶴市議会の議員報酬の変遷 

４ 舞鶴市議会の手当等の変遷 

５ 類似団体との比較 

６ 位置及び地勢、市域の数位、地区別人口 

７ 将来予測、市政の方向性 

８ 舞鶴市議会の活動状況 

９ 議会活動の見える化に関する調査結果 

10 議員定数に関する意見交換会 

11 舞鶴市議会基本条例（抜粋） 

12 舞鶴市特別職報酬等審議会の答申（写） 
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１ はじめに 

 

舞鶴市議会では、平成３０年に議会基本条例を制定し、これまでにも増して公正性及び

透明性を高めるとともに、「市民に開かれた議会」、「議会機能の充実」及び「効率的・効

果的な議会運営」を実現するための取組に邁進することにより、市民福祉の向上と市勢の

発展に尽くすことを市民の皆さんにお約束しております。 

 

また、議会基本条例の第３条では議会の活動の原則、第４条では議員の活動の原則を定

め、これに沿った議会活動・議員活動を行うとともに、議会基本条例の理念の実現に向け

た活動を適切かつ確実に実行するため、議員の任期４年間における「第２０期舞鶴市議会

基本条例実行計画」を策定し、３９項目の具体的な取組を定めて活動しているところです。 

 

議員の定数及び報酬の在り方に関する検討については、議会基本条例の第２３条に、「市

を取り巻く現状、課題、将来の予測及び展望を考慮するとともに、市民等の意見を参考に

するものとする」と定めていることを踏まえ、実行計画においても検討することを定めて

おります。 

 

この議員定数及び報酬の在り方を、令和３年の「議会活性化特別委員会」の重点事項に

掲げ、令和４年１１月には、舞鶴市議会議員一般選挙が予定されているため、その１年前

となる令和３年１１月に、舞鶴市議会の議員定数及び報酬の結論を出すこととして、有識

者の意見、市民の皆さんとの意見交換会、議員の活動量調査を含めた客観的なデータに基

づき、様々な議論を重ね、結論を出しました。 

 

 近年、人口減少や自治体財政の厳しい状況を踏まえ、地方議会議員の定数は多く、議員

報酬は高いと言われています。しかしながら、地方自治の仕組みである二元代表制の下、

その一翼を担う議会の役割や機能は大変重要であり、選挙で選ばれた議員は、住民の意見

を聞き、その代表として、住民の負託に応える責務を持っています。 

 

 議員定数及び報酬の結論は、今後の議会の姿を見据えた舞鶴市議会の決意であり、議会

基本条例の実現と、さらなる住民福祉の向上、舞鶴市の発展を目指し、取り組んでまいり

ます。 

  

 

 

舞鶴市議会議長 山本 治兵衛 
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２ 議員定数に係る結論 

 

  

議員定数については、市民の皆様との意見交換会において、「削減すべき」とする意見

と「現状を維持すべき」とする意見が、おおむね半数ずつであり、議会活性化特別委員会

における議論でも、同様の傾向がありました。 

議論を繰り返し、合意点を模索する中で、「削減」と「現状維持」の意見には、それぞれ

相応の根拠があることから、その双方の根拠をもとに委員長案として「１人減」が提案さ

れました。 

この委員長案でおおむね合意に至り、それを舞鶴市議会の結論としました。 

「１人減の２５人が適当」とする根拠は、次のとおりです。 

  〇 十分な審議体制を確保する意味で、委員会の構成人数は６人から８人が適切とさ

れていることを踏まえ、６人で４委員会、８人での３委員会の体制が可能である。 

  〇 市の歳入の減少が見込まれる中で、議会費も削減する必要があり、十分な活動が

できる経費を確保する上では、定数減の決断が必要である。 

  〇 各地域における市民の皆様の声を的確に市政に反映させるためには、急激な定数

削減ではなく、徐々に削減していくことも選択肢の一つである。 

 

 なお、定数が奇数であることについて、議長を除く採決で可否同数となることを避ける

理由から、偶数が望ましいとする意見、考え方がありますが、住民を代表する立場として、

人口が減少していく中で、住民の声を聞く最適な議員数であることが大切であると考えま

した。 

 

 議論の過程では、以下のような論点・観点がありました。 

  〇 議会・議員に対する市民の認識（意見交換会における市民意見） 

  〇 類似団体との比較 

  〇 本市の現状及び将来予測 

  〇 委員会における十分な審査に必要な人数と委員会数 

  〇 人口減少に伴う歳入の減少と議会費との関係 

  〇 議会・議員が果たすべき役割や機能と定数との関係 

  〇 市民の声を的確に把握する上での地域と議員の関係 

 

 いずれにおいても、各会派における議論、議会活性化特別委員会における議論などを繰

り返し行い、適正な議員定数について検討した結果、冒頭の結論となったものです。 

 

 

 

 人口減少や、それに伴う市税収入の減少が見込まれる一方、様々な課題に対

応するために、市民の皆様の声を的確に把握し、審議を尽くせる体制を整える

ことが重要であることから、議員定数については、１人減の２５人とすること

が適当であると結論付けました。≪次回の一般選挙から適用≫ 
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３ 議員報酬に係る結論 

 

  

議員報酬については、第三者の意見を取り入れる手法として、舞鶴市特別職報酬等審議

会に諮問することとし、あわせて、議会としても議論した結果、議会活性化特別委員会に

おいて、全会一致で「現行額が適当」との結論をまとめ、それを舞鶴市議会の結論としま

した。 

 

 議論の過程では、以下のような論点・観点がありました。 

  〇 舞鶴市特別職報酬等審議会の検討結果 

  〇 現在の活動量及び活動内容と報酬との関係 

  〇 類似団体との比較 

  〇 本市の現状及び将来予測 

  〇 人口減少に伴う歳入の減少と議会費との関係 

  〇 議会・議員が果たすべき役割や機能と報酬との関係 

  〇 将来的な議員のなり手と報酬との関係 

 

 いずれにおいても、各会派における議論、議会活性化特別委員会における議論などを繰

り返し行うとともに、舞鶴市特別職報酬等審議会の答申を踏まえ、適正な議員報酬につい

て検討し、結論を導いたものです。 

 

 なお、地方自治において重要な役割を果たす議会の議員には、多様な人材の参画が不可

欠であり、議員を志す人を増やす観点、特に若い世代においては、議員報酬が生活給的な

側面を持たないとはいえ、議員として活躍するための安定した基盤は重要であり、議員報

酬については、その活動量も踏まえて、将来的には、増額や、その確保が必要であるとの

意見がありました。 

 

 しかしながら、新型コロナウイルス感染症や、基幹産業の一つである造船事業の縮小に

よる市内経済の状況等を踏まえて現状維持が適当としており、そのことから、次期の議論

においては、増額も含めた議論を行う必要があることを申し送ります。 

 

  

 議員の職責や現在の活動状況等を踏まえるとともに、舞鶴市特別職報酬等審議会の

答申を尊重し、現行の報酬額（議長：５７万円、副議長：４８万円、議員：４４万円）

が適当であると結論付けました。 
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４ 議員定数及び報酬に係る議論の経過 

 

令和４年１１月に舞鶴市議会議員一般選挙が予定されていることから、「議会活性化

特別委員会」において、舞鶴市議会基本条例第２３条の規定にある「議員の定数及び

報酬」を重点事項の一つとし、「舞鶴市議会議員選挙」の１年前（令和３年１１月）に

は結論を出すべく慎重に議論し、総じて３１回の議論等を経て結論を出しました。 

≪詳細は、舞鶴市議会ホームページ「舞鶴市議会会議録」を参照≫ 

 

第１回 令和２年１２月２３日(水)   議会活性化特別委員会①開催 

・ 議会活性化特別委員会における１年間の重点事項として、「議員定数及び報酬に関

する在り方を検討していく」ことについて協議   

 

第２回 令和３年１月６日(水)   議会活性化特別委員会②開催 

・ 議員定数及び議員報酬の検討を議会活性化特別委員会における重点事項に掲げ、

議論していくことを決定 

 

第３回 令和３年１月１４日(木)   講演会（オンライン）開催 

・ 議員定数と議員報酬に関し、その具体的な決定方法を聴取し、今後の議論に向け

た契機とした。 

（テーマ）適正な議員定数及び報酬の決定手法を考える 

（講 師）株式会社地方議会総合研究所 代表取締役 廣瀬 和彦 氏 

 

第４回 令和３年１月２１日(木)   議会活性化特別委員会③開催 

・ 舞鶴市議会基本条例の規定（第２３条）を基本に検討していくことを確認し、議

会としての結論を出すために何を実施すべきかについて議論 

  

第５回 令和３年１月２９日(金)   議会活性化特別委員会④開催 

・ 議会としての結論を出すために何を実施すべきかについて議論 

 

第６回 令和３年２月５日(金)   議会活性化特別委員会⑤開催 

・ 結論を出すために取り組む内容やスケジュール、検討材料として収集するデータ

の内容及び議員活動に関するデータの必要性と収集方法について議論 

 

第７回 令和３年２月１２日(金)   議会活性化特別委員会⑥開催 

・ 結論を出すために取り組む内容とスケジュール及び収集するデータの内容を決定 

・ 議員活動に関するデータの必要性と収集方法について議論 

 

第８回 令和３年２月１７日(水)   議会活性化特別委員会⑦開催 

・ 議員活動に関するデータの必要性と収集方法について議論 

・ 検討材料としてのデータ（本市の位置・地勢等の特徴、定数・報酬の変遷、人口

等の将来予測、類似団体との比較等）を確認 
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第９回 令和３年３月３日(水)   議会活性化特別委員会⑧開催 

・ 議員活動に関するデータの必要性と収集方法について議論 

・ 各議員が個別に議会活動や議員活動を理解してもらうために行う説明用の資料を

確認 

 

第１０回 令和３年３月８日(月)   議会活性化特別委員会⑨開催 

・ 議員活動に関するデータを収集するための調査の実施を決定 

 

第１１回 令和３年３月２４日(水)   議会活性化特別委員会⑩開催 

・ 議員定数に関する市民意見の聴取方法について議論 

 

第１２回 令和３年４月８日(木)   議会活性化特別委員会⑪開催 

・ 議員定数に関する市民意見の聴取方法の詳細について議論 

 

第１３回 令和３年４月１４日(水)   議会活性化特別委員会⑫開催 

・ 議員定数に関する市民意見の聴取方法の実施要領について議論 

      

第１４回 令和３年４月２１日(水)   議会活性化特別委員会⑬開催 

・ 議員定数に関して、市民との意見交換会を実施すること（実施要領）を決定 

・ 現時点での議員定数に関する各会派の考えを聞いて意見交換 

 

第１５回 令和３年４月２８日(水)   議会活性化特別委員会⑭開催 

・ 議員定数に関する意見交換会の詳細について議論 

・ 議会活動・議員活動に関する調査結果のまとめ方について議論 

 

第１６回 令和３年５月１０日(月)   議会活性化特別委員会⑮開催 

・ 議員定数に関する意見交換会について、新型コロナウイルス感染症の状況を踏ま

えて延期することを決定 

・ 議会活動・議員活動に関する調査結果のまとめ方について議論 

 

第１７回 令和３年５月２０日(木)   議会活性化特別委員会⑯開催 

・ 議員定数に関する意見交換会の詳細について議論 

 

第１８回 令和３年６月９日(水)   議会活性化特別委員会⑰開催 

・ 現時点での議員定数に関する各会派の考えを聞いて意見交換 

・ 議員定数に関する意見交換会の詳細について議論 

・ 議員報酬について諮問する舞鶴市特別職報酬等審議会へ提出する資料内容を議論 

 

第１９回 令和３年６月２３日(水)   議会活性化特別委員会⑱開催 

・ 議員定数に関する意見交換会の詳細について議論 

・ 議員報酬について諮問する舞鶴市特別職報酬等審議会へ提出する資料内容を議論 
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第２０回  令和３年６月２５日(金)   議員定数に関する意見交換会①開催 

・ 市内の各界各層の団体から推薦された市民８人と議員定数について意見交換 

≪意見交換会の内容：意見交換会報告書別添資料有≫ 

 

第２１回  令和３年６月２６日（土）   議員定数に関する意見交換会②開催 

・ 市内の各界各層の団体から推薦された市民７人と議員定数について意見交換 

≪意見交換会の内容：意見交換会報告書別添資料有≫ 

 

第２２回 令和３年７月５日(月)   議会活性化特別委員会⑲開催 

・ 議員定数・議員報酬の今後の検討の進め方について議論 

 

第２３回 令和３年７月２１日(水)   議会活性化特別委員会⑳開催 

・ 議員定数に関する意見交換会の報告書を確認し、意見交換 

 

第２４回 令和３年８月６日(金)   議会活性化特別委員会㉑開催 

・ 現時点での議員定数に関する各会派の考えを聞いて意見交換 

・ 議員全員による意見交換の実施を決定 

 

第２５回 令和３年８月２０日(金)   議員協議会①開催 

・ 全議員での議員定数に関する意見交換（議員個人としての考えを共有） 

 

第２６回 令和３年９月３０日(木)   議会活性化特別委員会㉒開催 

・ 議員定数及び議員報酬に関する今後の議論のスケジュールを確認 

 

第２７回 令和３年１０月１２日(火)   議会活性化特別委員会㉓開催 

・ 現時点での議員定数に関する各会派の考えを聞いて意見交換 

 

第２８回 令和３年１０月２１日(木)   議員協議会②開催 

・ 全議員での議員定数及び報酬に関する意見交換（議員個人としての考えを共有） 

 

第２９回 令和３年１１月５日(金)   議会活性化特別委員会㉔開催 

・ 現時点での議員定数及び報酬に関する各会派の考えを聞いて意見交換 

・ 議員報酬については、「現行額が適当」とする方向で整理 

 

第３０回 令和３年１１月１２日(金)   議会活性化特別委員会㉕開催 

 ・ 議員定数の結論の出し方について意見交換 

 ・ 議員定数の合意を目的とした委員長案として「１減」を提示 

 

第３１回 令和３年１１月１６日(火)   議会活性化特別委員会㉖開催 

 ・ 議員定数の委員長案についておおむね合意し、「１減の２５人」とすることを確認 

 

第３２回 令和３年１１月２２日(月)   議員協議会③開催 

 ・ 議員定数及び議員報酬の協議経過と結論を議員で共有 
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１ 舞鶴市議会の議員定数、議員報酬、手当等の沿革 

年 月 日 事  項 内   容 

平成3年6月28日 

舞鶴市の特別職の職員で非常勤

のものの報酬、費用弁償等に関

する条例の一部改正 

議長510千円、副議長430千円、 

議員390千円とする。 

平成5年6月28日 

舞鶴市の特別職の職員で非常勤

のものの報酬、費用弁償等に関

する条例の一部改正 

議長540千円、副議長450千円、 

議員410千円とする。 

平成8年6月26日 

舞鶴市の特別職の職員で非常勤

のものの報酬、費用弁償等に関

する条例の一部改正 

議長570千円、副議長480千円、 

議員440千円とする。 

平成11年7月16日 地方自治法の一部改正 
議員定数は条例で定めることと

し、その上限を法で定める。 

平成13年12月27日 
舞鶴市議会議員の定数減少条

例の一部改正 

次回の一般選挙から定数を30人

とする。【32人→30人】 

平成14年12月27日 
舞鶴市議会議員定数条例の制

定 

次回の一般選挙から定数を30人

とする。（改正地自法の施行に伴う条例制定） 

平成22年3月30日 
舞鶴市議会議員定数条例の一

部改正 

次回の一般選挙から定数を28人

とする。【30人→28人】 

平成22年3月30日 

舞鶴市議会議員の議員報酬及

び費用弁償等に関する条例の

一部改正 

費用弁償の額を「1日3千円」か

ら「居住地から招集地までの往

復の路程に応じて１キロメート

ルにつき25円」に変更する。 

平成23年5月2日 地方自治法の一部改正 議員定数の上限を撤廃する。 

平成23年6月1日 
地方公務員等共済組合法の一

部改正 

地方議会議員年金制度を廃止す

る。 

平成29年11月29日 
舞鶴市議会議員定数条例の一

部改正 

次回の一般選挙から定数を26人

とする。【28人→26人】 

※ 期末手当については、職員の期末手当の改定に準じて、１～２年ごとに改定。 
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２ 舞鶴市議会の議員定数の変遷 

期数 任期 
法 定 

議員数 
議員定数 投票年月日 

立候補 

者 数 

第11期 S57～S61 36人 
36人 

※地方自治法の定めによる 

昭和57年 

11月14日 
40人 

第12期 S61年～H2 36人 
36人 

※地方自治法の定めによる 

昭和61年

11月16日 
39人 

第13期 H2～H6 36人 

32人 

※舞鶴市議会議員定数減少条例に

より4人減 

（地方自治法の改正により議員定数を条

例で減少することが可能となった） 

平成2年 

11月18日 
37人 

第14期 H6～H10 36人 32人 
平成6年 

11月20日 
35人 

第15期 H10～H14 36人 32人 
平成10年 

11月15日 
37人 

第16期 H14～H18 30人 

30人 

※舞鶴市議会議員定数減少条例に

より2人減 

平成14年 

11月17日 
31人 

第17期 H18～H22 30人 

30人 

※条例で定数を30人と規定 

（地方自治法の改正により議員定数は条例で定

める（ただし上限あり）こととなった） 

平成18年

11月19日 
32人 

第18期 H22～H26 28人 
28人 

※条例で定数を2人減 

平成22年

11月14日 
33人 

第19期 H26～H30 － 
28人 

（地方自治法による定数の上限が撤廃された） 

平成26年

11月16日 
31人 

第20期 H30～R4 － 
26人 

※条例で定数を2人減 

平成30年 

11月18日 
34人 

 

昭和22年4月17日 地方自治法の制定 

 法に議員定数を規定（人口5万人以上15万人未満は36人） 

 

昭和22年12月12日 地方自治法の一部改正 

 議員定数を条例で減少することができるよう改正 

 

昭和62年9月24日 舞鶴市議会議員の定数減少条例の制定 

 次回の一般選挙から、議員定数を32人とすることを規定 

 

平成11年7月16日 地方自治法の一部改正 

 議員定数は、条例で定めることとし、その上限を法に規定する改正 

 （人口5万人以上10万人未満は30人）［施行は平成15年1月1日］ 
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平成13年12月27日 舞鶴市議会議員の定数減少条例の一部改正 

 次回の一般選挙から、議員定数を30人とする改正 

  ≪改正理由（提案説明）≫ 

     議員定数問題等調査特別委員会を設置して改選後の定数をいかにすべきかを

調査してきた結果として、30人とするべきと取りまとめられた。 

〖特別委員会での「30人とすること」に対する賛成意見〗 

 地方自治法の改正により、平成15年1月1日から30人という上限が示

されており、その40日ほど前に選挙があるものの、やはり議員は将来を

見据えて示されている方向に進むべきである。公聴会で様々な意見を

聴かせていただいたが、議会制民主主義を大切にして、我々議員自らが

判断すべきであり、30人とするべきである。 

     これを受けて、さらに慎重に検討を重ねた結果、現在の32人から2人削減し、

30人で議会運営を行い、市勢の発展に尽くすため、本条例を改正する。 

  ≪検討材料≫ 

   ・ 人口5万人以上10万人未満で30人を超えている全国6市の状況 

   ・ 京都府内各市の議員定数の状況 

   ・ 公聴会（議員定数30人の是非について、公募による8人（賛成4人、反対4人）

の意見を聴取 

  ≪条例改正の賛否≫ 

    賛成22票、反対7票、棄権1 ※欠員1 

 

平成14年12月27日 舞鶴市議会議員定数条例の制定 

 次回の一般選挙から、議員定数を30人とすることを規定 

 （改正地方自治法の施行に伴い、議員定数を定める条例を制定し、舞鶴市議会議員の定

数減少条例を廃止） 

 

平成22年3月30日 舞鶴市議会議員定数条例の一部改正 

 次回の一般選挙から、議員定数を28人とする改正 

  ≪改正理由（提案説明）≫ 

     今後、地方分権が一層進んでいく中で、議会の役割や責任は今まで以上に大き

くなり、市民利益を守る観点からも、一概に定数を削減することが望ましいとは

思わないが、一方で、議会改革を求める声も多くある。議員定数を減らすことだ

けが改革ではないが、経済不況の中で議会自身も厳しい状況を担っていってほ

しいという市民の声も理解しなければならない。全国的な流れからしても、30人

のままでは望ましくないと考える。 

     議員定数の根拠は難しいが、9万人近い人口を有する本市の中身を審議してい

く上では、今後も現在と同じ4つの常任委員会で審議することが望ましいと考え

られる。有識者からは、審議に当たって、委員長を除いて6人が最小単位ではな

いかと聞いており、その意味では、各常任委員会を7人で構成することを基準と

して、定数は28人がふさわしいものと考える。 

     こうしたことを踏まえ、議員定数を28人とする条例改正を提案する。 
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  ≪検討材料≫ 

   ・ 有識者（法政大学 廣瀬教授）による講演会（市民に広く公開） 

   ・ 参考人（地域、職業、性別に配慮した8人）の招致による意見聴取 

   ・ 調査視察（静岡県掛川市） 

   ・ 類似団体の状況 

  ≪条例改正の賛否≫ 

    賛成17票、反対8票、棄権1 ※欠員1、欠席2 

 

平成23年5月2日 地方自治法の一部改正 

 議員定数の上限を撤廃する改正 

 

平成25年 条例改正なし 

 現行の定数（28人）が適正であることを確認 

  ≪「適正」とする理由（議運から議長への検討結果報告）≫ 

     平成22年に30人から28人にしたところであり、現在の4常任委員会での審議の

体制や地域特性等も考慮すると、議会の機能を維持・向上させていくために、28

人が必要である。 

     また、様々な角度から検討を加え、議論を尽くすことを考えれば、4つの常任

委員会を置き、各委員会の委員数を7人とする現在の体制は妥当であり、議員定

数は28人が適正である。 

  ≪検討材料≫ 

   ・ 有識者（山梨学院大学 江藤教授）による講演会 

   ・ 調査視察（埼玉県所沢市） 

   ・ 類似団体の状況 

 

平成29年12月5日 舞鶴市議会議員定数条例の一部改正 

 次回の一般選挙から、議員定数を26人とする改正 

  ≪改正理由（提案説明）≫ 

     議員定数について調査・研究した結果、現行の28人から2人減の26人とする改

正を行う。 

  ≪検討材料≫ 

   ・ 有識者（東京大学 大森名誉教授）による講演会と意見交換 

   ・ 市民（年齢や立場を考慮した16人）との意見交換会 

   ・ 類似団体の状況 

  ≪条例改正の賛否≫ 

    賛成15票、反対11票 ※欠席（退出）1 

 

 

 

  



6 
 

３ 舞鶴市議会の議員報酬の変遷 

単位：円 

議決年月日 適用年月日 
報 酬 月 額 

議 長 副議長 議 員 

昭21.11.8 

 

21.10.1 

 

350 

 

300 

 

200 

（参事会員 250） 

23.2.24 23.2.1 1,500 1,200 1,000 

24.3.30 24.4.1 3,000 2,500 2,000 

26.3.10 26.1.1 8,000 7,000 6,000 

26.12.25 26.10.1 10,000 8,500 7,000 

27.12.25 27.11.1 15,000 13,000 10,000 

31.12.15 31.9.1 19,000 17,000 14,000 

32.10.8 32.10.1 20,000 18,000 15,000 

35.12.22 35.10.1 30,000 28,000 25,000 

36.10.2 36.7.1 32,000 30,000 27,000 

37.3.16 36.10.1 36,000 33,000 30,000 

38.3.25 37.10.1 38,000 35,000 32,000 

39.3.24 38.10.1 45,000 40,000 35,000 

40.6.9 40.4.1 48,000 43,000 38,000 

43.3.26 43.4.1 60,000 55,000 50,000 

44.10.20 44.10.1 70,000 65,000 60,000 

46.10.6 46.10.1 90,000 82,000 75,000 

48.9.29 48.10.1 130,000 110,000 100,000 

49.12.24 49.10.1 160,000 140,000 130,000 

51.12.25 51.10.1 210,000 180,000 170,000 

52.12.24 52.12.1 240,000 200,000 190,000 

54.6.25 54.4.1 300,000 230,000 220,000 

56.3.26 56.4.1 330,000 260,000 250,000 

59.6.29 59.7.1 380,000 300,000 280,000 

63.3.22 63.4.1 450,000 350,000 330,000 

平3.6.28 3.7.1 510,000 430,000 390,000 

5.6.28 5.6.1 540,000 450,000 410,000 

8.6.26 8.6.1 570,000 480,000 440,000 

資料：舞鶴市議会70年史 
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平成8年 

 特別職報酬等審議会の答申のとおり報酬額を変更する条例改正。 

 市長提出議案として他の特別職とあわせて提案され、賛成多数で可決。 

 

平成22年 

 議員定数と並行して、参考人からの意見聴取や類似団体との比較等の検討・協議を行

い、現行どおりとすることを決定。 

 

平成28年 

 特別職報酬等審議会の答申を踏まえて、現行どおりとすることを決定。 

  ≪審議会で検討（考慮）された事項≫ 

    ・ 京都府議会の議員報酬の状況 

    ・ 本市と人口が類似する府内の市議会の議員報酬との均衡 

    ・ 一般職の職員の給与改定の状況 

    ・ 社会経済情勢 
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４ 舞鶴市議会の手当等の変遷 

【期末手当】 

支給率に係る条例改正の経過 

 国家公務員の給与改定に準じ、その都度条例を改正。 

公布年月日 
加算率 

（％） 

年間支給率 

（％） 

期末手当の年額（円）※ 

議長 副議長 議員 

H20.9.16 15 335 2,195,925 1,849,200 1,695,100 

H21.5.29 15 320 2,097,600 1,766,400 1,619,200 

H21.11.30 15 310 2,032,050 1,711,200 1,568,600 

H22.11.30 15 295 1,933,725 1,628,400 1,492,700 

H26.12.26 15 310 2,032,050 1,711,200 1,568,600 

H28.3.29 15 315 2,064,825 1,738,800 1,593,900 

H28.12.27 15 325 2,130,375 1,794,000 1,644,500 

H29.12.26 15 330 2,163,150 1,821,600 1,669,800 

H30.12.28 15 335 2,195,925 1,849,200 1,695,100 

R1.12.27 15 340 2,228,700 1,876,800 1,720,400 

R2.11.30 15 335 2,195,925 1,849,200 1,695,100 

※ 「期末手当の年額」は、加算率及び年間支給率に基づく単純計算の結果であり、当該

年に実際に支給した額ではない。 

 

≪期末手当の額の算出方法（現行の条例の規定）≫ 

  「議員報酬の月額及びこれに100分の15を乗じて得た額の合計額に100分の165を乗じ

て得た額」 → これを6月と12月に支給 

    議長の場合：（570,000＋（570,000×15/100））×165/100＝1,081,575円 

                     加算率   支給率 

 

≪議員報酬に期末手当を加えた年収相当額≫ 

職 名 議員報酬年額 期末手当年額 年収相当額 

議   長 6,840,000円 2,195,925円 9,035,925円 

副 議 長 5,760,000円 1,849,200円 7,609,200円 

議   員 5,280,000円 1,695,100円 6,975,100円 

合計（26人分） 139,320,000円 44,727,525円 184,047,525円 

※ 現行の条例に基づく単純計算。 

 

【費用弁償】 

 平成22年に条例を改正し、「１日3,000円」を「居住地から招集地までの往復の路程に応

じて１キロメートルにつき25円」とした。 

  ※費用弁償の対象となる会議 ＝ 法令に定めのある公式の会議 

                 （本会議、委員会、協議・調整の場） 

≪令和元年度の支出額≫ 

  464,500円 → 1人当たり平均 17,865円 



9 
 

 

【地方議会議員年金制度】 

 大規模かつ急速な合併の進展に伴う議員数の激減や、行革による議員定数・議員報酬の

削減などにより基金の枯渇が見込まれ、その財源不足の全てを公費で負担することには、

国民の理解を得ることが難しいことなどから、平成23年に廃止。 
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５ 類似団体との比較（人口・面積・財政規模・小学校数） 

【議員定数の比較】 

 

 

 

類似団体（Ⅱ－３）のうち人口が近い団体との比較

人口・定数：人　面積：㎢　報酬：円

議長 副議長 議員

大阪府 摂津市 85,855 14.87 19 620,000 570,000 535,000

東京都 東大和市 85,565 13.42 22 529,000 484,000 458,000

茨城県 牛久市 85,036 58.92 22 450,000 410,000 390,000

北海道 室蘭市 84,405 81.01 21 480,000 450,000 415,000

愛知県 尾張旭市 83,504 21.03 20 533,000 463,000 425,000

京都府 舞鶴市 82,827 342.13 26 570,000 480,000 440,000

栃木県 日光市 82,638 1,449.83 24 490,000 410,000 380,000

兵庫県 豊岡市 82,037 697.55 24 455,000 376,000 360,000

京都府 長岡京市 81,262 19.17 24 520,000 490,000 450,000

東京都 あきる野市 80,851 73.47 21 510,000 456,000 433,000

埼玉県 飯能市 79,708 193.05 19 470,000 410,000 385,000

平均値 22.0 511,545 454,455 424,636

最大値 26 620,000 570,000 535,000

最小値 19 450,000 376,000 360,000

類似団体（Ⅱ－３）のうち面積が近い団体との比較

面積：㎢　人口・定数：人　報酬：円

議長 副議長 議員

青森県 むつ市 864.12 57,993 22 401,000 361,000 340,000

北海道 石狩市 722.42 58,345 20 450,000 400,000 370,000

兵庫県 豊岡市 697.55 82,037 24 455,000 376,000 360,000

島根県 浜田市 690.68 54,328 24 450,000 380,000 350,000

北海道 千歳市 594.50 97,061 23 460,000 420,000 385,000

京都府 舞鶴市 342.13 82,827 26 570,000 480,000 440,000

石川県 七尾市 318.29 52,940 18 537,000 428,000 401,000

北海道 恵庭市 294.65 69,850 21 440,000 385,000 355,000

福井県 敦賀市 251.41 66,016 24 490,000 428,000 407,000

鹿児島県 姶良市 231.25 77,411 24 409,000 326,000 303,000

京都府 亀岡市 224.80 89,093 24 560,000 490,000 440,000

平均値 22.7 474,727 406,727 377,364

最大値 26 570,000 490,000 440,000

最小値 18 401,000 326,000 303,000

定数
(R1.10.1)

議員報酬月額(R1.12.31)

都道府県名 市名
面積

(R1.10.1)
定数

(R1.10.1)

議員報酬月額(R1.12.31)

面積
(R1.10.1)

住基人口
(H31.1.1)

都道府県名 市名
住基人口
(H31.1.1)
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類似団体（Ⅱ－３）のうち財政規模（歳出総額）が近い団体との比較

歳出総額：千円　人口・定数：人　報酬：円

議長 副議長 議員

島根県 浜田市 40,536,370 54,328 24 450,000 380,000 350,000

富山県 射水市 40,267,414 93,084 22 515,000 456,000 427,000

北海道 千歳市 39,773,982 97,061 23 460,000 420,000 385,000

静岡県 御殿場市 37,880,604 88,856 21 450,000 410,000 383,000

福岡県 宗像市 37,092,703 97,136 20 533,000 474,000 441,000

京都府 舞鶴市 35,146,736 82,827 26 570,000 480,000 440,000

青森県 むつ市 34,386,858 57,993 22 401,000 361,000 340,000

大阪府 貝塚市 34,241,608 86,974 18 589,000 561,000 523,000

京都府 城陽市 33,806,552 76,409 20 560,000 495,000 445,000

東京都 稲城市 33,680,890 90,585 22 523,000 477,000 445,000

大阪府 摂津市 33,447,820 85,855 19 620,000 570,000 535,000

平均値 21.5 515,545 462,182 428,545

最大値 26 620,000 570,000 535,000

最小値 18 401,000 361,000 340,000

上記団体における議会費の割合

金額：千円

島根県 浜田市 40,536,370 255,619 0.63% 21,243,758 1.20%

富山県 射水市 40,267,414 280,693 0.70% 25,186,663 1.11%

北海道 千歳市 39,773,982 314,339 0.79% 21,995,941 1.43%

静岡県 御殿場市 37,880,604 233,736 0.62% 19,014,687 1.23%

福岡県 宗像市 37,092,703 248,909 0.67% 19,619,701 1.27%

京都府 舞鶴市 35,146,736 338,152 0.96% 19,875,981 1.70%

青森県 むつ市 34,386,858 257,718 0.75% 17,956,739 1.44%

大阪府 貝塚市 34,241,608 260,139 0.76% 18,469,579 1.41%

京都府 城陽市 33,806,552 239,347 0.71% 16,124,131 1.48%

東京都 稲城市 33,680,890 314,182 0.93% 18,396,065 1.71%

大阪府 摂津市 33,447,820 312,468 0.93% 20,790,272 1.50%

議員報酬月額(R1.12.31)
都道府県名 市名

歳出総額
(H30決算)

住基人口
(H31.1.1)

定数
(R1.10.1)

一般財源
(H30決算)

一般財源に
占める議会
費の割合

都道府県名 市名
歳出総額
(H30決算)

議会費
(H30決算)

歳出総額に
占める議会
費の割合
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類似団体（Ⅱ－３）のうち小学校数が近い団体との比較

面積：㎢　人口・定数：人　報酬：円

議長 副議長 議員

兵庫県 豊岡市 29 82,037 697.55 24 455,000 376,000 360,000

栃木県 日光市 26 82,638 1,449.83 24 490,000 410,000 380,000

京都府 舞鶴市 18 82,827 342.13 26 570,000 480,000 440,000

鹿児島県 姶良市 18 77,411 231.25 24 409,000 326,000 303,000

北海道 千歳市 17 97,061 594.50 23 460,000 420,000 385,000

京都府 亀岡市 17 89,093 224.80 24 560,000 490,000 440,000

島根県 浜田市 16 54,328 690.68 24 450,000 380,000 350,000

富山県 射水市 16 93,084 109.43 22 515,000 456,000 427,000

福井県 敦賀市 15 66,016 251.41 24 490,000 428,000 407,000

和歌山県 橋本市 15 63,024 130.55 18 520,000 470,000 440,000

長崎県 大村市 15 96,329 126.64 25 493,000 419,000 400,000

平均値 23.5 492,000 423,182 393,818

最大値 26 570,000 490,000 440,000

最小値 18 409,000 326,000 303,000

議員報酬月額(R1.12.31)小学校数
(H31.1.2)都道府県名 市名

面積
(R1.10.1)

住基人口
(H31.1.1)

定数
(R1.10.1)

近隣市のうち人口が近い団体との比較

人口・定数：人　面積：㎢　報酬：円

議長 副議長 議員

京都府 福知山市 77,682 552.57 24 495,000 440,000 410,000

京都府 舞鶴市 81,963 342.12 26 570,000 480,000 440,000

京都府 亀岡市 88,462 224.80 24 560,000 490,000 440,000

京都府 城陽市 76,039 32.71 20 560,000 495,000 445,000

京都府 長岡京市 81,060 19.17 24 520,000 490,000 450,000

兵庫県 豊岡市 80,952 697.55 24 455,000 376,000 360,000

平均値 23.7 526,667 461,833 424,167

最大値 26 570,000 495,000 450,000

最小値 20 455,000 376,000 360,000

（参考）京都府北部の市の状況［上記以外］

人口・定数：人　面積：㎢　報酬：円

議長 副議長 議員

京都府 綾部市 33,213 347.10 18 450,000 400,000 365,000

京都府 宮津市 17,733 172.74 14 430,000 370,000 350,000

京都府 京丹後市 54,381 501.43 22 450,000 400,000 380,000

議員報酬月額(R1.12.31)
都道府県名 市名

住基人口
(R1.12.31)

面積
(R1.10.1)

定数
(R1.10.1)

議員報酬月額(R1.12.31)
都道府県名 市名

住基人口
(R1.12.31)

面積
(R1.10.1)

定数
(R1.10.1)
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【議員報酬の比較】 

 

類似団体のうち人口が舞鶴市に近い１０団体

≪議長≫

年間支給率 加算率 期末手当額
大阪府 摂津市 85,855 620,000 405 20 3,013,200 10,453,200 19
東京都 東大和市 85,565 529,000 465 20 2,951,820 9,299,820 22
茨城県 牛久市 85,036 450,000 340 15 1,759,500 7,159,500 22
北海道 室蘭市 84,405 480,000 450 15 2,484,000 8,244,000 21
愛知県 尾張旭市 83,504 533,000 330 45 2,550,405 8,946,405 20
京都府 舞鶴市 82,827 570,000 340 15 2,228,700 9,068,700 26
栃木県 日光市 82,638 490,000 330 45 2,344,650 8,224,650 24
兵庫県 豊岡市 82,037 455,000 450 15 2,354,625 7,814,625 24
京都府 長岡京市 81,262 520,000 340 15 2,033,200 8,273,200 24
東京都 あきる野市 80,851 510,000 465 20 2,845,800 8,965,800 21
埼玉県 飯能市 79,708 470,000 450 20 2,538,000 8,178,000 19

83,063 511,545 397 22 2,463,991 8,602,536 22

85,855 620,000 465 45 3,013,200 10,453,200 26
79,708 450,000 330 15 1,759,500 7,159,500 19

≪副議長≫

年間支給率 加算率 期末手当額
大阪府 摂津市 85,855 570,000 405 20 2,770,200 9,610,200 19
東京都 東大和市 85,565 484,000 465 20 2,700,720 8,508,720 22
茨城県 牛久市 85,036 410,000 340 15 1,603,100 6,523,100 22
北海道 室蘭市 84,405 450,000 450 15 2,328,750 7,728,750 21
愛知県 尾張旭市 83,504 463,000 330 45 2,215,455 7,771,455 20
京都府 舞鶴市 82,827 480,000 340 15 1,876,800 7,636,800 26
栃木県 日光市 82,638 410,000 330 45 1,961,850 6,881,850 24
兵庫県 豊岡市 82,037 376,000 450 15 1,945,800 6,457,800 24
京都府 長岡京市 81,262 490,000 340 15 1,915,900 7,795,900 24
東京都 あきる野市 80,851 456,000 465 20 2,544,480 8,016,480 21
埼玉県 飯能市 79,708 410,000 450 20 2,214,000 7,134,000 19

83,063 454,455 397 22 2,188,823 7,642,278 22

85,855 570,000 465 45 2,770,200 9,610,200 26
79,708 376,000 330 15 1,603,100 6,457,800 19

≪議員（議長及び副議長を除く）≫

年間支給率 加算率 期末手当額
大阪府 摂津市 85,855 535,000 405 20 2,600,100 9,020,100 19
東京都 東大和市 85,565 458,000 465 20 2,555,640 8,051,640 22
茨城県 牛久市 85,036 390,000 340 15 1,524,900 6,204,900 22
北海道 室蘭市 84,405 415,000 450 15 2,147,625 7,127,625 21
愛知県 尾張旭市 83,504 425,000 330 45 2,033,625 7,133,625 20
京都府 舞鶴市 82,827 440,000 340 15 1,720,400 7,000,400 26
栃木県 日光市 82,638 380,000 330 45 1,818,300 6,378,300 24
兵庫県 豊岡市 82,037 360,000 450 15 1,863,000 6,183,000 24
京都府 長岡京市 81,262 450,000 340 15 1,759,500 7,159,500 24
東京都 あきる野市 80,851 433,000 465 20 2,416,140 7,612,140 21
埼玉県 飯能市 79,708 385,000 450 20 2,079,000 6,699,000 19

83,063 424,636 397 22 2,047,112 7,142,748 22

85,855 535,000 465 45 2,600,100 9,020,100 26
79,708 360,000 330 15 1,524,900 6,183,000 19

※　本資料は、市議会議員報酬に関する調査結果（令和元年12月31日現在）［全国市議会議長会］
　をもとに、舞鶴市議会が作成したものである。

議員定数
（人）

報酬月額
（円）

都道府県名 市名
人口

（人）
議員定数
（人）

年収額
（円）

報酬月額
（円）

期末手当（率：％、額：円）

期末手当（率：％、額：円） 年収額
（円）

都道府県名 市名
人口

（人）

議員定数
（人）

報酬月額
（円）

期末手当（率：％、額：円） 年収額
（円）

最小値

都道府県名 市名
人口
（人）

平均値
最大値
最小値

平均値
最大値
最小値

平均値
最大値



14 
 

 

 

 

類似団体のうち面積が舞鶴市に近い１０団体

≪議長≫

年間支給率 加算率 期末手当額
青森県 むつ市 864 401,000 325 20 1,563,900 6,375,900 22
北海道 石狩市 722 450,000 340 45 2,218,500 7,618,500 20
兵庫県 豊岡市 698 455,000 450 15 2,354,625 7,814,625 24
島根県 浜田市 691 450,000 325 15 1,681,875 7,081,875 24
北海道 千歳市 595 460,000 450 15 2,380,500 7,900,500 23
京都府 舞鶴市 342 570,000 340 15 2,228,700 9,068,700 26
石川県 七尾市 318 537,000 340 40 2,556,120 9,000,120 18
北海道 恵庭市 295 440,000 450 20 2,376,000 7,656,000 21
福井県 敦賀市 251 490,000 340 20 1,999,200 7,879,200 24
鹿児島県 姶良市 231 409,000 340 15 1,599,190 6,507,190 24
京都府 亀岡市 225 560,000 340 15 2,189,600 8,909,600 24

476 474,727 367 21 2,104,383 7,801,110 23

864 570,000 450 45 2,556,120 9,068,700 26
225 401,000 325 15 1,563,900 6,375,900 18

≪副議長≫

年間支給率 加算率 期末手当額
青森県 むつ市 864 361,000 325 20 1,407,900 5,739,900 22
北海道 石狩市 722 400,000 340 45 1,972,000 6,772,000 20
兵庫県 豊岡市 698 376,000 450 15 1,945,800 6,457,800 24
島根県 浜田市 691 380,000 325 15 1,420,250 5,980,250 24
北海道 千歳市 595 420,000 450 15 2,173,500 7,213,500 23
京都府 舞鶴市 342 480,000 340 15 1,876,800 7,636,800 26
石川県 七尾市 318 428,000 340 40 2,037,280 7,173,280 18
北海道 恵庭市 295 385,000 450 20 2,079,000 6,699,000 21
福井県 敦賀市 251 428,000 340 20 1,746,240 6,882,240 24
鹿児島県 姶良市 231 326,000 340 15 1,274,660 5,186,660 24
京都府 亀岡市 225 490,000 340 15 1,915,900 7,795,900 24

476 406,727 367 21 1,804,485 6,685,212 23

864 490,000 450 45 2,173,500 7,795,900 26
225 326,000 325 15 1,274,660 5,186,660 18

≪議員（議長及び副議長を除く）≫

年間支給率 加算率 期末手当額
青森県 むつ市 864 340,000 325 20 1,326,000 5,406,000 22
北海道 石狩市 722 370,000 340 45 1,824,100 6,264,100 20
兵庫県 豊岡市 698 360,000 450 15 1,863,000 6,183,000 24
島根県 浜田市 691 350,000 325 15 1,308,125 5,508,125 24
北海道 千歳市 595 385,000 450 15 1,992,375 6,612,375 23
京都府 舞鶴市 342 440,000 340 15 1,720,400 7,000,400 26
石川県 七尾市 318 401,000 340 40 1,908,760 6,720,760 18
北海道 恵庭市 295 355,000 450 20 1,917,000 6,177,000 21
福井県 敦賀市 251 407,000 340 20 1,660,560 6,544,560 24
鹿児島県 姶良市 231 303,000 340 15 1,184,730 4,820,730 24
京都府 亀岡市 225 440,000 340 15 1,720,400 7,000,400 24

476 377,364 367 21 1,675,041 6,203,405 23

864 440,000 450 45 1,992,375 7,000,400 26
225 303,000 325 15 1,184,730 4,820,730 18

※　本資料は、市議会議員報酬に関する調査結果（令和元年12月31日現在）［全国市議会議長会］
　をもとに、舞鶴市議会が作成したものである。

議員定数
（人）

平均値
最大値
最小値

議員定数
（人）

平均値
最大値
最小値

都道府県名 市名
面積
（㎢）

報酬月額
（円）

期末手当（率：％、額：円） 年収額
（円）

議員定数
（人）

平均値
最大値
最小値

都道府県名 市名
面積

（㎢）
報酬月額
（円）

期末手当（率：％、額：円） 年収額
（円）

都道府県名 市名
面積

（㎢）
報酬月額
（円）

期末手当（率：％、額：円） 年収額
（円）
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類似団体のうち財政規模が舞鶴市に近い１０団体

≪議長≫

年間支給率 加算率 期末手当額
島根県 浜田市 40,536,370 450,000 325 15 1,681,875 7,081,875 24
富山県 射水市 40,267,414 515,000 340 40 2,451,400 8,631,400 22
北海道 千歳市 39,773,982 460,000 450 15 2,380,500 7,900,500 23
静岡県 御殿場市 37,880,604 450,000 340 20 1,836,000 7,236,000 21
福岡県 宗像市 37,092,703 533,000 340 20 2,174,640 8,570,640 20
京都府 舞鶴市 35,146,736 570,000 340 15 2,228,700 9,068,700 26
青森県 むつ市 34,386,858 401,000 325 20 1,563,900 6,375,900 22
大阪府 貝塚市 34,241,608 589,000 445 20 3,145,260 10,213,260 18
京都府 城陽市 33,806,552 560,000 335 15 2,157,400 8,877,400 20
東京都 稲城市 33,680,890 523,000 450 20 2,824,200 9,100,200 22
大阪府 摂津市 33,447,820 620,000 405 20 3,013,200 10,453,200 19

36,387,412 515,545 372 20 2,314,280 8,500,825 22
40,536,370 620,000 450 40 3,145,260 10,453,200 26
33,447,820 401,000 325 15 1,563,900 6,375,900 18

≪副議長≫

年間支給率 加算率 期末手当額
島根県 浜田市 40,536,370 380,000 325 15 1,420,250 5,980,250 24
富山県 射水市 40,267,414 456,000 340 40 2,170,560 7,642,560 22
北海道 千歳市 39,773,982 420,000 450 15 2,173,500 7,213,500 23
静岡県 御殿場市 37,880,604 410,000 340 20 1,672,800 6,592,800 21
福岡県 宗像市 37,092,703 474,000 340 20 1,933,920 7,621,920 20
京都府 舞鶴市 35,146,736 480,000 340 15 1,876,800 7,636,800 26
青森県 むつ市 34,386,858 361,000 325 20 1,407,900 5,739,900 22
大阪府 貝塚市 34,241,608 561,000 445 20 2,995,740 9,727,740 18
京都府 城陽市 33,806,552 495,000 335 15 1,906,988 7,846,988 20
東京都 稲城市 33,680,890 477,000 450 20 2,575,800 8,299,800 22
大阪府 摂津市 33,447,820 570,000 405 20 2,770,200 9,610,200 19

36,387,412 462,182 372 20 2,082,223 7,628,405 22
40,536,370 570,000 450 40 2,995,740 9,727,740 26
33,447,820 361,000 325 15 1,407,900 5,739,900 18

≪議員（議長及び副議長を除く）≫

年間支給率 加算率 期末手当額
島根県 浜田市 40,536,370 350,000 325 15 1,308,125 5,508,125 24
富山県 射水市 40,267,414 427,000 340 40 2,032,520 7,156,520 22
北海道 千歳市 39,773,982 385,000 450 15 1,992,375 6,612,375 23
静岡県 御殿場市 37,880,604 383,000 340 20 1,562,640 6,158,640 21
福岡県 宗像市 37,092,703 441,000 340 20 1,799,280 7,091,280 20
京都府 舞鶴市 35,146,736 440,000 340 15 1,720,400 7,000,400 26
青森県 むつ市 34,386,858 340,000 325 20 1,326,000 5,406,000 22
大阪府 貝塚市 34,241,608 523,000 445 20 2,792,820 9,068,820 18
京都府 城陽市 33,806,552 445,000 335 15 1,714,363 7,054,363 20
東京都 稲城市 33,680,890 445,000 450 20 2,403,000 7,743,000 22
大阪府 摂津市 33,447,820 535,000 405 20 2,600,100 9,020,100 19

36,387,412 428,545 372 20 1,931,966 7,074,511 22
40,536,370 535,000 450 40 2,792,820 9,068,820 26
33,447,820 340,000 325 15 1,308,125 5,406,000 18

※　本資料は、市議会議員報酬に関する調査結果（令和元年12月31日現在）［全国市議会議長会］
　をもとに、舞鶴市議会が作成したものである。

議員定数
（人）

平均値
最大値
最小値

議員定数
（人）

平均値
最大値
最小値

都道府県名 市名
財政規模
（千円）

報酬月額
（円）

期末手当（率：％、額：円） 年収額
（円）

議員定数
（人）

平均値
最大値
最小値

都道府県名 市名
財政規模
（千円）

報酬月額
（円）

期末手当（率：％、額：円） 年収額
（円）

都道府県名 市名
財政規模
（千円）

報酬月額
（円）

期末手当（率：％、額：円） 年収額
（円）
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議員報酬及び期末手当の総額の住民１人当たりの額

【人口が舞鶴市に近い市との比較】

都道府県名 市名
人口
（人）

議員定数
（人）

報酬及び期末手当の総額
（円）

住民１人当たりの額
（円）

大阪府 摂津市 85,855 19 173,405,100 2,020
東京都 東大和市 85,565 22 178,841,340 2,090
茨城県 牛久市 85,036 22 137,780,600 1,620
北海道 室蘭市 84,405 21 151,397,625 1,794
愛知県 尾張旭市 83,504 20 145,123,110 1,738
京都府 舞鶴市 82,827 26 184,715,100 2,230
栃木県 日光市 82,638 24 155,429,100 1,881
兵庫県 豊岡市 82,037 24 150,298,425 1,832
京都府 長岡京市 81,262 24 173,578,100 2,136
東京都 あきる野市 80,851 21 161,612,940 1,999
埼玉県 飯能市 79,708 19 129,195,000 1,621

83,063 22 158,306,949 1,906

85,855 26 184,715,100 2,230
79,708 19 129,195,000 1,620

【面積が舞鶴市に近い市との比較】

都道府県名 市名
人口
（人）

議員定数
（人）

報酬及び期末手当の総額
（円）

住民１人当たりの額
（円）

青森県 むつ市 57,993 22 120,235,800 2,073
北海道 石狩市 58,345 20 127,144,300 2,179
兵庫県 豊岡市 82,037 24 150,298,425 1,832
島根県 浜田市 54,328 24 134,240,875 2,471
北海道 千歳市 97,061 23 153,973,875 1,586
京都府 舞鶴市 82,827 26 184,715,100 2,230
石川県 七尾市 52,940 18 123,705,560 2,337
北海道 恵庭市 69,850 21 131,718,000 1,886
福井県 敦賀市 66,016 24 158,741,760 2,405
鹿児島県 姶良市 77,411 24 117,749,910 1,521
京都府 亀岡市 89,093 24 170,714,300 1,916

71,627 23 143,021,628 2,040

97,061 26 184,715,100 2,471
52,940 18 117,749,910 1,521

【財政規模が舞鶴市に近い市との比較】

都道府県名 市名
人口
（人）

議員定数
（人）

報酬及び期末手当の総額
（円）

住民１人当たりの額
（円）

島根県 浜田市 54,328 24 134,240,875 2,471
富山県 射水市 93,084 22 159,404,360 1,712
北海道 千歳市 97,061 23 153,973,875 1,586
静岡県 御殿場市 88,856 21 130,842,960 1,473
福岡県 宗像市 97,136 20 143,835,600 1,481
京都府 舞鶴市 82,827 26 184,715,100 2,230
青森県 むつ市 57,993 22 120,235,800 2,073
大阪府 貝塚市 86,974 18 165,042,120 1,898
京都府 城陽市 76,409 20 143,702,913 1,881
東京都 稲城市 90,585 22 172,260,000 1,902
大阪府 摂津市 85,855 19 173,405,100 2,020

82,828 22 152,878,064 1,884

97,136 26 184,715,100 2,471
54,328 18 120,235,800 1,473

※　本資料は、市議会議員報酬に関する調査結果（令和元年12月31日現在）［全国市議会議長会］
　をもとに、舞鶴市議会が作成したものである。

最小値

平均値
最大値
最小値

平均値
最大値
最小値

平均値
最大値
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６ 位置及び地勢、市域の推移、地区別人口  

◆ 位置及び地勢 ◆ 

 舞鶴市は、本州のほぼ中央部、日本海が最も深く湾入したところにあり、京都府の北東

部を占め、京阪神から 100㎞圏に位置している。（東経 135度 10分～29分、北緯 35 度 23

分～43分） 

 市域のうち平野部のほとんどは河川流域で、平地面積は非常に少なく、大部分が青葉

山、三国岳、弥仙山などの山々と丘陵からなっている。 

 また、河川は、市域の西部を縦貫する由良川のほか、伊佐津川、祖母谷川など中小河川

が市内各地に流れている。 

 

面積 東西 南北 海岸線 

342.13㎢ 29.7㎞ 
成生岬 24.9㎞ 

小島 37.0㎞ 
119.9㎞ 

資料：舞鶴市勢要覧 2012、舞鶴市統計書（令和元年版） 

 

本市の使命と役割 

【日本海側の国際港湾ゲートウェイ拠点】 

 本市は、2011年 11月に「国際海上コンテナ」「国際フェリー・ＲＯＲＯ船」「外航クル

ーズ」の 3 つの機能において、日本海側拠点港に選定された近畿日本海側で唯一の重要

港湾である「京都舞鶴港」を擁する北近畿の中核都市。 

 高速道路ネットワークの充実や港湾施設の促進等による機能強化が図られる中、国際

フェリー航路の開設のほか、コンテナ貨物取扱量、大型クルーズ客船の寄港数の増加等、

物流・人流の関西経済圏の日本海側ゲートウェイとしての機能強化が進んでいる。 

 

【日本海側の国防・海の安全の拠点】 

 本市は、海上自衛隊舞鶴地方隊をはじめ、日本海側唯一の海上自衛隊航空基地が所在す

るなど、日本海側の海上自衛隊の最重要拠点であるとともに、西部日本海を担任する第八

管区海上保安本部や舞鶴海上保安部、海上保安学校など、海上安全の拠点が立地。 

 また、災害に強い京都舞鶴港における国防、海の安全の拠点の集積により、南海トラフ

地震等、太平洋側での大規模災害時において重要な災害支援拠点となる地域。 

 

【関西圏のエネルギー供給拠点、リダンダンシー機能】 

 本市には、関西電力舞鶴発電所（火力）が立地するとともに、隣接する高浜町には高浜

発電所（原子力）が所在しており、関西経済圏を支える一大エネルギー拠点となっている。 

 今後、南海トラフ地震や首都直下地震など、大規模地震発生が懸念される中、高いリダ

ンダンシー機能を備える本エリアの幅広い役割は、一層重要なものとなっている。 

資料：第７次舞鶴市総合計画 
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◆ 市域の推移 ◆ 

市町村 年月日 合併等の状況 
面積 

（㎢） 

舞鶴町 明治22年4月1日 西地区の市街地をもって町制施行  

余部町 明治35年6月1日 
余内村の余部上・余部下・長浜・和田の

区域をもって町制施行 
9.0 

新舞鶴町 明治39年7月1日 
倉梯村と志楽村の一部をもって町制施

行 
5.1 

中舞鶴町 大正8年11月1日 余部町を改称 9.0 

舞鶴町 昭和11年8月1日 
隣接の四所・高野・池内・余内・中筋の

5か村合併 
91.4 

舞鶴市 昭和13年8月1日 市制施行 91.4 

東舞鶴市 昭和13年8月1日 

新舞鶴町・中舞鶴町・倉梯村・与保呂村・

志楽村の 5か町村を合併し、その区域を

もって市制施行 

61.0 

東舞鶴市 昭和17年8月1日 朝来・東大浦・西大浦の 3か村合併 143.1 

舞鶴市 昭和18年5月27日 舞鶴市と東舞鶴市合併 234.6 

舞鶴市 昭和32年5月27日 加佐町編入 340.3 

資料：舞鶴市統計書（令和元年版） 

 

本市のあゆみ 

【城下町としての発展】 

 戦国時代末期に田辺城が築城されて城下町がつくられ、江戸時代には、田辺藩の城下町

として栄えるとともに、港は海運の拠点として発達。1889（明治 22）年には、町村制施

行とともに旧城下町である西地区は舞鶴町となり、その後、近村を合併して、1938（昭和

13）年に旧舞鶴市制を施行。 

【軍港都としての発展】 

 東・中地区では、1901（明治 34）年の海軍鎮守府開庁に先駆けて計画的な都市づくり

が進められて市街地が形成。中地区は、鎮守府・海軍工廠等の中枢施設が設置され、余部

町として出発し、東地区の市街地は、新舞鶴町となり、その後、1938（昭和 13）年に両

町と近村が合併して東舞鶴市制を施行。 

 太平洋戦争の局面悪化につれ、海軍施設が旧舞鶴市に拡大され、両市が一体となった大

軍港都建設が強く要請され、1943（昭和 18）年 5 月に両市が合併し、現在の舞鶴市が誕

生。 

 また、1957（昭和 32）年には、加佐町を編入。 

資料：第７次舞鶴市総合計画 
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◆ 地区別人口 ◆ 

市名 人口 地区名 人口 地域名 人口 

舞鶴市 83,990 

東地区 41,302 

東大浦 807人 

西大浦 1,169人 

朝来 3,705人 

志楽 5,464人 

与保呂 2,754人 

倉梯 14,122人 

祖母谷 4,078人 

新舞鶴 9,203人 

中地区 7,742 
余部上 1,793人 

余部下 5,949人 

西地区 31,193 

旧舞鶴 8,210人 

余内 7,752人 

四所 2,482人 

高野 2,896人 

中筋 8,300人 

池内 1,553人 

加佐地区 3,753 

岡田上 725人 

岡田中 570人 

岡田下 795人 

八雲 1,159人 

神崎 504人 

資料：舞鶴市人口ビジョン（令和 2年 3月）[平成 27年国勢調査] 
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７ 将来予測、市政の方向性  

◆ 将来予測（人口）◆ 

 国立社会保障・人口問題研究所の推計に基づいて、2040（令和 22）年までの自然増減、

社会増減の傾向が継続すると仮定し、2065（令和 47）年まで推計した結果（社人研推計

準拠）は、下記のグラフのとおり。 

 2040（令和 22）年までは、年間約 1,000 人の減少が続き、その後、減少は緩やかにな

るものの、年間約 800人の減少が続く推計となっている。 

社人研推計準拠の総人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社人研推計準拠に基づく人口減少段階は、2015年の人口を基準とした場合、2020年ま

では、老年人口が増加・維持で推移する「第１段階」であり、以降、2045年までが、老年

人口が維持・微減で推移する「第２段階」、それ以降は、老年人口も減少する「第３段階」

に移る推計となっている。 

2015（平成 27）年を 100とした場合の指数推計 

 2020(令和2)年 2025(令和7)年 2045(令和27)年 2065(令和47)年 

年少人口 93 86 68 50 

生産年齢人口 92 85 57 43 

老年人口 100 97 83 56 

総 数 94 89 66 48 

資料：舞鶴市人口ビジョン（令和 2年 3月） 
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■男 ■女 

男女年齢階級別人口（2015 年国勢調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女年齢階級別人口の将来推計（2020 年） 
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■男 ■女 

男女年齢階級別人口の将来推計（2025 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女年齢階級別人口の将来推計（2045 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国立社会保障・人口問題研究所 
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◆ 市政の方向性 ◆ 

第２期舞鶴市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和 2年 4月～7 年 3月） 

 

【基本目標１：将来に夢と希望の持てる活力あるまちをつくる】 

 本市最大の地域資源である海・港を生かした産業はもとより、地域で築いてきた商工業

基盤、全国に誇れる農林水産物や観光関連サービスなどの産業の高付加価値化、さらなる

ブランド力の向上を目指し、地域の安定、活性化を目指す。 

 地域の富を増やし、「舞鶴でやりたい仕事を見つけ、住み続けたい」「いったん外に出て

も戻り、舞鶴で働きたい」希望をかなえるまちづくりを進める。 

 ≪数値目標≫ 

   ◇交流人口   253万人（H30） → 342万人（R6） 

   ◇交流人口地域消費額  約 146億円（H30） → 約 218億円（R6） 

   ◇生産年齢人口の就業率 75.2％（H27国調） → 77.0％（R7国調） 

 

【基本目標２：このまちに魅かれ、移り住みたくなるまちをつくる】 

 舞鶴に住んでいる人にとって暮らしやすく、住み続けたいと思うまち、また、個人や企

業がこのまちの多様な魅力に魅かれ、このまちに移り住みたくなるまち、離れていてもこ

の地域のために力になってもいいと思えるきっかけづくりを市民と行政が力を合わせて

築き上げる。 

 ≪数値目標≫ 

   ◇定住人口の減少抑制  79,886人（R1.10.1推計） → 75,200人（R6） 

   ◇移住世帯数   13世帯（H30） → 15世帯（R6） 

 

【基本目標３：結婚・出産・子育ての希望がかなう、子育てにやさしいまちをつくる】 

 妊娠、出産、子育てなど、安心して子どもを産み育てることができると同時に、子ども

の豊かな育ちと成長が実現できるまちづくりを進める。 

 また、0 歳から 15 歳までの切れ目のない質の高い教育環境の充実や、子どもの健やか

な成長を社会全体で支える環境づくりなど、学校や家庭、地域が相互に連携することで

「子育てしやすいまち」の実現に向けた取組を進める。 

 ≪数値目標≫ 

   ◇定住人口の減少抑制  79,886人（R1.10.1推計） → 75,200人（R6） 

   ◇子育てしやすいまち満足度 57.5％（H29） → 75.0％（R6） 

 

【基本目標４：生涯を通じて心豊かに暮らせるまちをつくり、次世代に継承する】 

 人口減少や少子高齢化、局地化・複雑化する危機事象への対応など、今日的な社会課題

に柔軟に対応しながら次世代に活力ある舞鶴を継承するため、効率的で利便性の高い安

全安心な都市基盤の形成に努めるとともに、いつまでも健康で生きがいを感じ、生涯を通

じて心豊かな生活を営むことができるまちづくりに努める。 

 ≪数値目標≫ 

   ◇利便なまちと思う人の割合   30.7％（H29） → 50.0％（R6） 

   ◇ふれあいや連帯感があるまちと思う人の割合 43.2％（H29） → 50.0％（R6） 

   ◇安全に暮らせるまちと思う人の割合  72.9％（H29） → 80.0％（R6） 
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【横断的目標１：多様な人材の活躍を推進する】 

 多様化、複雑化する地域課題の解決に向けて、市民団体や企業、金融機関、教育機関な

どの多様な主体との連携を充実・強化するとともに、市民一人ひとりが活躍できる環境は

もとより、誰もが身近な地域で支えあいながら暮らせる環境づくりに努める。 

 また、国籍や民族、習慣の違いを問わず、お互いの文化を認め合い、誰もが安心して生

活できる多文化共生社会の実現を目指す。 

 ≪数値目標≫ 

   ◇女性(25～44歳)の就業率 71.1％（H27国調） → 75.0%（R7国調） 

   ◇高齢者(65～74歳)の就業率 37.8％（H27国調） → 40.0%（R7国調） 

   ◇障害者の実雇用率  2.61％（R1国調べ） → 2.7％（R6） 

 

【横断的目標２：新しい時代の流れを力にする】 

 ＡＩやＩｏＴ等の先端技術を積極的に活用する中で、地方における Society5.0を実現

し、ＳＤＧｓ未来都市として、持続可能で誰一人取り残さない社会づくりを推進する。 

 ≪数値目標≫ 

   ◇多様な連携によるSDGsの達成に向けた取組数 5件（R1） → 20件（R6） 

 

資料：第２期舞鶴市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

 

 

第７次舞鶴市総合計画前期実行計画（2019年 4月～2023 年 3月） 

 

【将来の財政負担を踏まえた安定的で持続可能な財政運営】 

 将来の財政負担に配慮しながら、限られた財源を有効に活用し、最少の経費で最大の効

果・成果を発揮させ、健全かつ持続可能な財政運営を行う。 

 将来に責任ある財政基盤を堅持するため、建設事業に係る市債の計画的な発行に努め

る。 

 大幅な税収減や災害の発生など、不測の財政支出に備え、財政調整積立金をはじめとす

る基金の弾力的な活用により安定的な財政運営に努める。 

主な財政指標等の見通し 

 
基準値 

2017年 
2019年 2020年 2021年 2022年 

経常収支比率 97.9％ 97.1％ 96.7％ 96.3％ 96.0％ 

建設地方債残高 197億円 201億円 204億円 205億円 207億円 

実質公債費比率 10.6％ － － － 13.0％ 

将来負担比率 113.0％ － － － 130.0％ 

資料：第７次舞鶴市総合計画前期実行計画 

 

  



25 
 

８ 舞鶴市議会の活動状況 

◇ 本会議開催状況［令和元年 11月 28日～令和 2年 11月 25日］ 

 開会月日 閉会月日 
会期 

日数 

本会議 

開催日数 

本会議 

審議時間 

議員出席 

延べ人数 
出席率 傍聴者数 

12月定例会 R1.11.28 R1.12.26 29 5 14:56 130 100% 34 

３月定例会 R2.2.25 R2.3.27 32 6 22:43 154 98.7% 0 

第１回臨時会 R2.4.30 R2.4.30 1 1 1:24 26 100% 0 

第２回臨時会 R2.5.21 R2.5.21 1 1 0:44 26 100% 0 

６月定例会 R2.5.29 R2.6.29 32 5 18:01 130 100% 2 

９月定例会 R2.9.2 R2.10.6 35 5 24:26 130 100% 24 

合   計 130 23 82:14 596 99.7% 60 

 

◇ 委員会等開催状況［令和元年 11月 28日～令和 2年 11月 25日］ 

区 分 名     称 開会中 閉会中 合 計 

常任委員会 

総務消防委員会 7 3 10 

産業建設委員会 7 5 12 

福祉健康委員会 7 4 11 

市民文教委員会 9 6 15 

予算決算委員会 9  9 

 総務消防分科会 7  7 

 産業建設分科会 7  7 

 福祉健康分科会 6  6 

 市民文教分科会 7  7 

議会運営委員会 10 10 20 

特別委員会 

議会活性化特別委員会 9 12 21 

原子力防災・安全等特別委員会  4 4 

市内造船事業に関する調査特別委員会 2 3 5 

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会 6 8 14 

協議調整の場 

議員協議会 3 8 11 

広報会議 2 2 4 

 議会報編集部会 6 12 18 

 ＦＭ放送部会 4 9 13 

その他の会議 

各派幹事会 8 20 28 

各派幹事長会 5 1 6 

市民と議会のわがまちトークに係る作業部会  10 10 

ＩＣＴ検討部会 3 4 7 

予算作業部会  6 6 
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◇ 議会活性化の取組状況［令和元年 11月 28日～令和 2 年 11 月 25日］ 

 ⑴ 情報発信の状況 

  ① 舞鶴市議会だより 

   ⅰ 発行部数 27,000部 

   ⅱ 配布方法 新聞折込、希望者への郵送、公共施設への配架、 

   ホームページへの掲載、スマートフォン用アプリ「マチイロ」 

   ⅲ 内容  定例会の内容等（計 6回発行） 

 

  ② ホームページ 

   ⅰ 開設  平成 14年 3月 

   ⅱ 掲載内容 議会日程、議案、議決結果、議案に対する議員の賛否、傍聴、 

   請願・陳情の内容、議会の概要や委員会構成、議員紹介、 

   議員名簿（委員会、会派）、市議会だより、 

   本会議の中継及び録画配信、議長交際費、政務活動費、 

   議会活性化の取り組み、視察受入状況 など 

   ⅲ アクセス数 69,820件（令和 2 年 11 月 8日現在） 

 

  ③ ＳＮＳ（Facebook） 

   ⅰ 開設  令和 2年 7月 

   ⅱ 投稿内容 議会の活動全般 

   ⅲ フォロワー 214件（令和 2 年 11 月 8日現在） 

 

  ④ ＦＭ放送 

   ⅰ 開始  平成 28年 

   ⅱ 方法  「ＦＭまいづる」の番組への議員の生出演（毎月 1回） 

   ⅲ 内容  議会の活動内容（計 11回放送） 

 

  ⑤ 映像配信 

   ⅰ 開始  平成 22年 6月（本会議） 

   ⅱ 現在の方法 YouTubeによるライブ配信、録画映像配信 

   ⅲ 視聴状況 チャンネル登録者数：114人（令和 2 年 11月末現在） 

   本会議開催日の平均視聴者数：71.4人 

   （令和元年 12月定例会から令和 2年 9月定例会までの平均） 

 

 ⑵ 市民との意見交換の場の状況 

  ・ 令和元年は、新型コロナウイルス感染症対策の影響を踏まえて開催を見送った。 

 

 

 ⑶ その他の主な取組 

  ① 「市民に開かれた議会」に関する取組 

   ・ ホームページを軸としたクロスメディアによる情報発信を展開 

   ・ 公式 Facebookを開設（令和 2年 7月） 

   ・ 議会学習会を開催（小学校 4校・147人） 



27 
 

  ② 「議会機能の充実」に関する取組 

   ・ 第７次舞鶴市総合計画前期実行計画の進捗状況を確認し、より良い取組に向け

た意見を提出 

   ・ 議会アドバイザーを委嘱（京都府立大学公共政策学部教授 窪田好男 氏） 

   ・ 議員研修会を開催（令和 2年 1月・11月） 

  ③ 「効率的・効果的な議会運営」に関する取組 

   ・ 議場からの避難を含む防災訓練を実施し、新たに地震発生時の対応マニュアル

を策定 

   ・ オンライン会議や委員会の映像配信を検討（ＩＣＴ検討部会） 

   ・ 議会予算のあり方を検討（予算作業部会） 

  ④ 感染症対策による会議の変更 

   ・ 傍聴の自粛要請、人数制限・別室傍聴の実施 

   ・ オンライン会議の一部試行 

   ・ 発言席、演壇、議長席への飛沫飛散防止パネルの設置 

   ・ 議員協議会の中止 
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９ 議会活動の見える化に関する調査結果 

 

 

  

【調査結果の概要】

回 答 数：26人（議員全員）

集計範囲：令和3年2月から令和3年3月までの議会活動及び議員活動

◆１日当たりの活動時間（全体平均）

× =

× =

その他（政治活動等）を除く活動時間

× =
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◆議員の活動の内容

議長の主催する勉強会、委員会所管に係る勉強会、事務局からの事務的
な説明会への出席

市民・地域・団体等からの要望等の受領及び行政への陳情、地域課題の
把握や解決のための活動

市民・地域・団体等に対する市政や活動の報告

山陰新幹線京都府北部ルート誘致推進舞鶴市議員連盟等に係る活動

政党活動、後援会活動、選挙活動

上記以外の活動（議員としての立場でないボランティア活動など）

そ
の
他

本会議

作業部会

その他の議会関係活動

議員派遣

正副議長・委員長等公務

その他の活動

政治活動

議員連盟等に係る活動

市政報告・活動報告

市民相談及び陳情・請願等

ボランティア活動、文化・スポーツ団体、公益団体の活動

地域行事への出席

議会活動に付随する用務

議
会
活
動

議
員
活
動

活動内容

作業部会への出席

正副議長を充て職とする各種行事及び会議への出席、各種会議等の打ち
合わせ

議員研修会や意見交換会への参加

本会議への出席

常任委員会・議会運営委員会・特別委員会・理事会・連合審査会への出
席

委員会又は議会報編集部会の調査視察・現地視察への出席

活動区分

議員の立場で活動。行事等への出席・参加（準備等を含む）

協議・調整する場として位置づけられた会議への出席

地域団体や学校等が主催する行事、市等が開催する地元説明会への出
席・参加（準備等を含む）

議会選出議員としての用務

会派による活動

委員長会議・正副委員長会議

委員派遣（市内・市外調査視察）

委員会

議会として参加を決定した行事への参加（議員総会など）

監査委員、広域連合議会議員（後期高齢者医療・地方税機構）、都市計
画審議会委員
質疑、質問の準備（ヒアリング含む）、議案熟読、報告書・議会報・FM
放送原稿などの執筆

会派会議、政務活動費を活用した活動等

会派代表者の会議への出席

委員会委員長等の会議への出席

各派幹事長会・各派幹事会

議員協議会・広報会議（部会含む）

勉強会
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◆月別の活動量（定例会前・定例会中・定例会後）
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◆新型コロナウイルス感染症の影響

【新型コロナウイルス感染症の影響がない期間】

【新型コロナウイルス感染症の影響がある期間】
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◆正副議長とその他の議員との比較

［正副議長］

× =

× =

その他（政治活動等）を除く活動時間

× =

［正副議長以外の議員］

× =

× =

その他（政治活動等）を除く活動時間

× =

◆議長と副議長との比較

地方自治法（第106条第1項）では、「議長に事故があるとき、又は議長が欠けたときは、

副議長が議長の職務を行う」こととなっており、それに備え、副議長は、可能な限り、議長

が出席する会議や他機関からの訪問・報告に同席している。

議長単独の公務としては、議会を代表して出席する行事や外部の会議などがある。

新型コロナウイルス感染症の影響により、行事や会議などのほとんどが中止となっており、

通常時の議長と他の議員との活動量の差が見えにくいため、平成29年に提出した資料の再掲

により差を示す。

［議長の行事等対応状況］

○ 議長が出席する行事及び会議等の件数

　※時間の重複等により出席が困難な場合は副議長が出席

［議員の会議等対応状況］

○ 議員全員が出席する会議等の件数

○ 該当する委員等が出席する会議等の件数

１日の
活動時間

１カ月平均
活動日数

１カ月の
活動時間平日昼 平日夜 土日祝日 １日平均

議会活動 3.9 0.0 0.2 2.9 正副議長 6.76 29.7 200.4

議員活動 1.1 1.3 3.5 2.7 市職員 7.75 21.3 165.3

その他 0.2 0.8 1.7 1.2

合計 5.2 2.1 5.4 6.8 正副議長 5.56 29.7 164.9

１日の
活動時間

１カ月平均
活動日数

１カ月の
活動時間平日昼 平日夜 土日祝日 １日平均

議会活動 1.4 0.0 0.0 1.0 議員 5.04 29.7 149.5

議員活動 2.4 0.5 2.2 2.7 市職員 7.75 21.3 165.3

その他 0.6 0.5 1.8 1.3

合計 4.5 1.0 4.0 5.0

計

議員 3.76 29.7 111.4

562件

41件

130件

171件
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10 議員定数に関する意見交換会 

議員定数に関する意見交換会報告書（１日目） 

開催日時 令和 3年 6月 25日（金）午後 7時～9時 

開催場所 議員協議会室（舞鶴市役所本館４階） 

参加者 

下記の団体から推薦いただいた 8人 

舞鶴自治連・区長連協議会、舞鶴商工会議所青年部、 

特定非営利活動法人まいづるネットワークの会、舞鶴商工会議所 

出席議員 

議長 山本治兵衛  副議長 今西克己 

新政クラブ議員団 田畑篤子、野瀬貴則、真下隆史 

創政クラブ議員団 尾関善之、川口孝文、谷川眞司 

公明党議員団 上羽和幸、小谷繁雄 

日本共産党議員団 石束悦子、小杉悦子 

市民クラブ舞鶴議員団 田村優樹、西村正之 

【次第】 

１ 開会挨拶（議長） 進行：副議長 

２ 舞鶴市議会の状況及び取組等の説明（議長） 

３ 各会派の考えの説明（各会派代表者） 

４ 参加者の御意見等の発言（参加者全員） 

５ 質疑応答等による意見交換 

６ 閉会挨拶（議長） 

 

【各会派の考え（理由等は別紙参照）】 

会 派 名 議員定数に関する考え 

新政クラブ議員団 2人削減（24人が適正） 

創政クラブ議員団 現状維持（26人が適正） 

公明党議員団 現状維持（26人が適正） 

日本共産党議員団 現状維持（26人が適正） 

市民クラブ舞鶴議員団 2人削減（24人が適正） 

 

【参加者からの御意見】 

≪削減すべきでないとの意見≫ 

・ 定数を削減すれば、議会のチェック機能が形骸化する恐れがあると思われる。一般

的に少数派の意見が通らなくなるのではないか。現在はコロナ禍における経済の活性

化、市民生活の向上に努めるべきであることから今回は定数を維持し、一区切りつい

たその後に人口に合わせ、臨機応変に考えるべきである。 

・ 定数維持のまま、人口減少の防止を考えることが必要である。 

・ 定数を減らすことは簡単だが、人が動くことで社会も動くと考えることから、定数

維持の方向でよい。 

・ 人口減ありきで話が進んでいるが、人員整理は最終手段。目先の削減をするべきで

はない。人口増を考えるのが我々の代表である議員ではないか。 
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≪削減すべきとの意見≫ 

・ 身近な情報を発信することが議会の見える化になる。議員は情報発信力と足で稼ぎ

様々な意見の聴収に努めるべき。人口減少による市財政の税収減と造船業の後退によ

る経済状況から定数減の方向で考えるのが妥当。 

・ 何人の減とは言えないが、人口の減少に比例して整理していくべきである。議員の

必要性は感じるものの、環境の変化に合わせた定数減は致し方ない。 

・ 人口が必ず減少するのが分かっているのなら定数減すべきである。市民感覚とし

て、様々な場所で市予算の削減を感じる。税収減であるならば議員を減らすべきであ

る。 

・ 定数減は致し方ない。人口減になれば定数減はなんら問題のないことである。 

 

【意見交換の概要】※意見交換における回答は、議会の総意ではなく、回答した議員個人の意見です。 

Ｑ．会派内の全員が全てのことについて同じ意見であるとは思えないが、意見が分かれ

た場合は、どのようにまとめられているのか。（参加者から議員への質問） 

Ａ１．議員定数のことについても意見は分かれたが、何度も話し合いを重ねている。自

分の思いだけを言うことは簡単だが、他の議員の意見を共有して、どれだけ共感でき

るかというところが大事で、話し合いを重ねた結果、現在は中間報告ではあるが、現

時点での結論を出した。（眞下隆史議員の回答） 

Ａ２．他の議員を納得させられるか、他の議員の意見に自分が納得できるかということ

になるが、議論を尽くすからこそ、自分が思っていなかった観点からの意見に触れ、

自分の考えを改めることもよくある。納得できるまで意見を出し尽くすことが大事だ

と考えている。（野瀬貴則議員の回答） 

Ｑ．舞鶴市の国防等の重要性は理解できるが、それと定数との関係、また、常任員会と

定数との関わりが分からなかったので教えていただきたい。（参加者から創政クラブ

議員団への質問） 

Ａ．常任委員会と定数の関わりでは、まず、1つの常任委員会を何人で構成するかとい

うことで、それは有識者等の見解も踏まえて、7人か 8人が適正であると考えている。

次に、常任委員会の数は、いくつ必要かということで、それは、国防、海の安全、リ

ダンダンシー等の重要な案件も多々あることから、現状の 4委員会で分担するのが適

当であると考えている。これらの考えをもとに、1委員会当たりの人数と委員会の数

を掛けた数が、適正な議員定数であるという考えである。（川口孝文議員の回答） 

Ｑ．議員活動とは、何をされているのか。（参加者から議員への質問） 

Ａ．定義があるわけではないが、議会の会議などに出席するほかに、議員個人として、

地域の中で声を聴くこと、地域の行事に参加することなど、議員活動の調査結果にも

詳細に記載しているので参考にしていただきたい。（上羽和幸議員の回答） 

Ｑ．1 年ごとの議員個々の活動の業績評価をする場はあるのか。（参加者から議員への

質問） 

Ａ．明確に書面で残すような評価は正直なところない。議会としては、会議への出欠状

況などを記載した白書を取りまとめたりしており、今後も見える化を図っていきた

い。現状は、議員活動としていろいろな方とお話をする中で評価の御意見をいただく

ことはあるものの、舞鶴市全体として見ていただいた上での個々の議員の評価はでき

ておらず、その方法もなかなか難しいと考えているところである。今後の課題と認識

している。（田畑篤子議員の回答） 
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≪その他の議員定数に関連する御意見≫ 

・ 働きに応じた報酬を得るべきであり、議員が無償ボランティアでは十分な仕事がで

きないと思う。 

・ 議員にとって大切なのは、舞鶴市のチェック機能である。地域の代表として市民の

声を〝聴く場〟を設け課題解決に努めていただきたい。 

・ 「議会の見える化」を図っておられるのが非常によいことだと思っており、今後を

楽しみにしている。 

・ 議員一人一人の質を上げてもらいたい。 

・ 定数減によって、地域の声が届かなくなることが考えられるので、議員の質を上げ

ることによって対応していただきたい。 

・ 人と人との信頼を築いていただくことが大切である。 

 

【今後の予定】 

 市民の皆様からの御意見も踏まえて、議員間で議論を重ね、令和 3 年 11 月に、議会

としての考え（結論）を取りまとめる予定。 
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議員定数に関する意見交換会報告書（２日目） 

開催日時 令和 3年 6月 26日（土）午後 7時～9時 

開催場所 議員協議会室（舞鶴市役所本館４階） 

参加者 

下記の団体から推薦いただいた 7人 

舞鶴市老人クラブ連合会、中舞鶴婦人会、舞鶴工業高等専門学校、 

公益社団法人舞鶴青年会議所 

出席議員 

議長 山本治兵衛  副議長 今西克己 

新政クラブ議員団 上野修身、鯛慶一、水嶋一明 

創政クラブ議員団 伊藤清美、肝付隆治 

公明党議員団 松田弘幸、杉島久敏 

日本共産党議員団 伊田悦子、小西洋一 

市民クラブ舞鶴議員団 鴨田秋津 

会派に所属しない議員 仲井玲子 

【次第】 

１ 開会挨拶（議長） 進行：副議長 

２ 舞鶴市議会の状況及び取組等の説明（議長） 

３ 各会派の考えの説明（各会派代表者） 

４ 参加者の御意見等の発言（参加者全員） 

５ 質疑応答等による意見交換 

６ 閉会挨拶（議長） 

 

【各会派の考え】 

会 派 名 議員定数に関する考え 

新政クラブ議員団 2人削減（24人が適正） 

創政クラブ議員団 現状維持（26人が適正） 

公明党議員団 現状維持（26人が適正） 

日本共産党議員団 現状維持（26人が適正） 

市民クラブ舞鶴議員団 2人削減（24人が適正） 

会派に所属しない議員 1人～2人削減（24人～25人が適正） 

 

【参加者からの御意見】 

≪削減すべきでないとの意見≫ 

・ 当市は国防にしても保安庁の海難の問題にしても、官庁が置かれているように非常

に重要な場所である。 

・ 議員は地元の問題など真剣になって動いてもらった。減らすことがよいということ

ではない。 

・ JMUも縮小し人もいなくなってきた。舞鶴は大変な地域である。 

・ 他市と比較すると、議員数が多い感じは受けるが、いろんな面で舞鶴をよくしよう

と思っている方には現状で頑張ってもらいたい。 

・ 意見交換会に来る前は「2人減」と考えていたが、いろいろな意見を聞いて「現状

維持」と変わった。 
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・ 急速な人口減少によって、いつかは議員を減らさなければいけない状況になるとは

思うが、前向きに考えてもよいのではないかと思う。 

・ 課題解決には、より多くの人数で考えることで、多角的視点から多様なアイデアが

生まれる。 

・ 分業により一人一人の負担を軽減し検討時間を確保することで、一人一人の能力発

揮の可能性も増える。 

・ 人口からしたら議員数は少し多いのかと数字としては見られるが、今、舞鶴市では

人口減少が進んでいて、その上で議員定数を減らすよりも、現状の 26 人の議員で頑

張って舞鶴市の人口減少を抑制してもらう方が舞鶴市のためになる。 

・ 議員が頑張ってもらえば、舞鶴市の人口減少を抑制できると思う。 

 

≪削減すべきとの意見≫ 

・ 提供資料に基づき検討した。他市と比較し議員報酬がかなり高額。前回 2減とした

が、市予算全体も減っているから議会運営費の割合が減らない。 

・ 人口減少から「2人減」が妥当。若干は市予算に対する議会運営費の割合も他市に

近づくのではないか。 

・ 当市が複眼都市であることが議員活動の時間的なもの（活動時間が多い）に出てく

るのではないか。 

・ 議員は頑張ってもらっている。それなりの報酬をもらうのが妥当。ただし、議会運

営費が多いのは問題。 

・ 活動の質、中身は分からないところがあるが、提供資料を見ると、近隣市町、人口・

面積・財政規模が近い団体と比べ舞鶴市が一番多い。これらのデータに鑑み、「2人以

上の減」が私の考えである。 

・ 皆さんの意見を聞くと「人口が減ると議員定数も減らす」という点に関しては、皆

さん了承されているかと思う。その中で、人口が何万人を切ったから議員定数を何人

減らすというのではなく、その時々で情勢を見ながら話すべきである。 

・ 近年社会情勢はすごいスピードで変わっている。舞鶴市としてもそれに対応できる

形で判断してもらいたいと思う。いろいろな観点から、今回は削減がよいのではと考

える。 

・ いろいろな観点から、増やすべき時は増やすべきであり、その時々で考えていく。 

 

【意見交換の概要】 

Ｑ．今回現状維持としたとして、人口減少が進み、議員定数が一挙に 4～6 減となって

も対応できると思われるか。（議員から参加者への質問） 

Ａ１．委員会の効率化や IT活用・使いこなすことによって可能だと思う。 

Ａ２．あくまでイメージだが、大きく減った場合、そこで工夫も生まれるのではないか。 

Ａ３．常任委員会を 3にするなど、運営方法を工夫することで可能と考える。 

 

Ｑ．小学校区に 1人や地域代表といった、地元意識をどの程度重んじられているか。（議

員から参加者への質問） 

Ａ１．高齢化もあり、地域の議員を頼りにしている。地域での活動をしている、地域に

根差した方に何かあれば相談もする。 
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Ａ２．祖父、父の時代は地域代表のような思いがあったと思う。今は、地域の在り方も

変わってきた。地域の集まりに参加するのは昔から居る地元の者。転入者や若者は参

加もしない。このような中、地域の代表という考え方もあろうが、今後はもう少し広

げた形でも行っていけるのではないか。 

Ａ３．昔は地元に議員がいないと請願もできなかった。 

Ａ４．議員の活動能力が問われる時代と思う。「検討します」だけの議員が多すぎる。

我々が欲しいのは、「実行」「回答」。そのような議員を選びたいと思う。 

 

Ｑ．利益誘導型の議員か公正公平に行政を監視する議員か。皆さんは、議員にどのよう

な役割を求められるか。（議員から参加者への質問） 

Ａ１．私は田舎なので、地元議員と言うのが大変なじみ深い。地元選出議員は地元の味

方をしてくれる気がする。地元議員がいるのは心強く安心感がある。 

Ａ２．意見交換会などがあれば、議員の言いたいことも聞けるし、こちらの要望も言え

る。地元議員の力添えで、いろいろな意見交換会のような形ができればよいと感じる。 

Ａ３．現在町内会長をしており、これまで議員とどういう関わりを持てるのかよく分か

らなかったが、ごみ集積所の件で議員にお世話になった。町内会長として担当課に電

話しても相手にしてくれなかったが、議員を通すとすぐ動いた。 

Ａ４．市が大きな問題に対して取り組んでいるのは理解している。町内や個人レベルの

ことで、（議員と）どういう携わりが持てるのか、逆に教えてもらいたい。もっと接

点を持ってもらいたい。 

Ａ５．私の地域では、議員が議会報告をしてくれ活動がよく分かってありがたい。安心

して市にも世話になっている。 

Ａ６．議員活動の在り方について質問されていたと思う。議員には、市民の小さな声が

届きにくいことがあると思う。古い考えだが、地域から議員を出すという考えもあり

だと思う。地域に議員が１人いることで、地域の子供たちも市議会や政治への関心が

深まり、信頼も生まれる。小さな声も聴いてもらうために、地域に１人議員がいれば

よいと思う。 

 

【今後の予定】 

 市民の皆様からの御意見も踏まえて、議員間で議論を重ね、令和 3 年 11 月に、議会

としての考え（結論）を取りまとめる予定。 
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11 舞鶴市議会基本条例（第３条・第４条・第２３条の抜粋） 

第 2章 議会及び議員の活動の原則 

 (議会の活動の原則) 

第 3条 議会は、次に掲げる原則に基づき、活動するものとする。 

 (1) 市民の多様な意見を的確に把握し、市政への反映に努めること。 

(2) 市政に係る調査研究等を通じて、政策の立案及び提言等を行うこと。 

 (3) 情報を積極的に公開し、及び発信するとともに、議会活動に係る説明責任を果た

すこと。 

(4) 公正性及び透明性を確保するとともに、舞鶴市長その他の執行機関(以下「市長等」

という。)による事務の執行について監視し、評価すること。 

 (5) 不断の議会改革に努め、議会機能の向上を図ること。 

 

◆趣旨及び考え方◆ 

 議会として、その目的を達成するために遵守すべき活動の原則を挙げています。 
⑴ 市民との意見交換の場を設けるなど、市民の多様な意見を的確に把握し、市政への

反映に努めること。 
⑵ ⑴を踏まえ、市政に関する調査や研究などを通じて、政策立案や政策提言のほか審

議全般に生かし市政に反映させること。 
⑶ 議会に対する市民の関心度を高めるため、議会が議論した過程が分かるよう、いわ

ゆる議会の見える化を図るとともに、積極的に議会活動に関する情報を公開・発信す
る議会を目指し、説明責任を果たすこと。 

⑷ 市政について審議・決定する議事機関として、公正性及び透明性を確保した上で、
市政運営が市民福祉の向上につながっているか、最少の経費で最大の効果を挙げて

いるかなどを監視するとともに、その効果及び成果について評価すること。 
⑸ 常により良い議会を目指して改革に取り組み続け、議会の機能を向上させること。 

                                           

◆用語解説◆ 
市民 

     前文の用語解説を参照してください。 
 
政策立案 

   市政における課題の解決を図るため、議会が政策を立案することも必要であり、
行政側と議会側がそれぞれ検討することが、より良い政策の実現につながると考
えています。 

 
政策提言(提案) 

   市政における課題の解決を図るための手段として、議会自らが条例を提案する
ほか、市長から提出された議案の修正や一般質問等の機会を通じた行政への提言
などがあります。 

 
議会活動・市民福祉の向上・議事機関・市長等・監視(監視機能) 

   前文の用語解説を参照してください。 
 
議会機能(議会の機能) 

議会が果たすべき役割又は働きのことで、積極的、能動的に政策を立案し、これ
を実現させる役割や、常に民主的で効率的な、そして公正な行政が行なわれるよう
執行機関を監視する働きをいいます。 
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(議員の活動の原則) 

第 4条 議員は、次に掲げる原則に基づき、活動するものとする。 

(1) 議会の構成員として、個別的な事案の解決にとどまらず、市民全体の福祉の向上

及び市勢の発展を目指すこと。 

(2) 議会が言論の府であること及び合議制の機関であることを踏まえ、議員相互間の

自由な討議を行い、合意形成に努めるとともに、議決責任を深く認識すること。 

(3) 市政全般について市民の意見を的確に把握するとともに、自己の資質を高めるた

め、不断の研鑽
さん

に努めること。 

(4) 市民の代表として、常に良心と責任感をもって品位の保持に努めること。 

◆趣旨及び考え方◆ 

 議員それぞれが遵守すべき活動の原則を挙げています。 
⑴ 地域や団体などに関する個別の事案の解決だけでなく、総合的な観点から市全体
としての課題を把握し、議会としてだけではなく、議員としても市民全体の福祉の向
上と市勢の発展を目指すこと。 

⑵ 議会は、言葉で意見を交わすことによって結論を導き出す「言論の府」であること
や、複数人による合議によって意思決定を行う「合議制の機関」であることを踏まえ、
議員同士の自由闊達な討議を尊重し合意形成を図るとともに、地方自治体の最終的
な意思決定である議決の重みと責任を深く認識すること。 

⑶ 議会としてだけではなく、それぞれの議員も、市政全般に渡って市民の多様な意見
を的確に把握するとともに、常に自身の資質を高める努力を続けること。 

⑷ 議員には、高い倫理的義務が課せられていることを自覚し、市民の負託を受けた舞
鶴市全体を代表する者として、その役割と責任を認識するとともに、常に良心と責任
感をもって、自らの行動を厳しく律することにより、品位の保持に努めること。 

                                           

◆用語解説◆ 
市民福祉の向上 
  前文の用語解説を参照してください。 
 
言論の府 

   議員の活動の基本は言論であり、物事は全て言葉で意見を交わすことによって
結論を導き出すことから、言論を尊重し、その自由も保障されています。 

  発言者は、自身の発言に責任を持ち、節度ある行動をしなければならないことと
なっています。 

 
合議制(合議制の機関) 

   複数の人(議員)の合議による意思決定を行う制度(機関)のことをいい、複数の人
(議員)による協議のことで、話し合いによって物事を決定することをいいます。な
お、市長は一人だけで構成される「独人制の機関」となります。 

 
合意形成 

     市長等に対する質疑や議員間の討議を通じて、議会としての結論を導き出す過
程を指します。 

 
議決責任 

   地方自治体の最終的な意思決定である「議決」は、議会のみに与えられた権限で、
重要な役割です。市長から提案された予算や条例なども決定するのは議会であり、
決定者としての責任があります。 

 
市民 

     前文の用語解説を参照してください。 
 
倫理的義務 

   議員の発言や行動には大きな影響力があることから、高い倫理観のもとで発言・
行動しなければなりません。 
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第 6章 議員の定数及び報酬 

第 23条 議員の定数は舞鶴市議会議員定数条例(平成 14年条例第 27号)に、議員の報酬

は舞鶴市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例(平成 20 年条例第 22 号)に

定めるところによる。 

2 前項に規定する条例の改正に当たっては、市を取り巻く現状、課題、将来の予測及び

展望を考慮するとともに、市民等の意見を参考にするものとする。 

◆趣旨及び考え方◆ 

 議員の定数及び報酬は、それぞれ、舞鶴市議会議員定数条例、舞鶴市議会議員の議員

報酬及び費用弁償等に関する条例に定めることとしています。 

 また、舞鶴市議会議員定数条例の改正に当たっては、議員定数の基本的な考え方を

「議会の機能を果たすにふさわしい人数」とし、舞鶴市議会議員の議員報酬及び費用弁

償等に関する条例の改正に当たっては、議員報酬の基本的な考え方を「市民の負託に応

える議員としての職務の対価」とした上で、社会情勢や市の課題、将来の予測や展望を

考慮するとともに、市民、学識経験者、専門的な知識を有する者などの意見を参考に、

十分に議論することとしています。 

                                           

◆用語解説◆ 

職務の対価 

 舞鶴市議会においては、議員報酬を市民のために活動すること(職務)に対して支

払われる報酬(対価)であると考えています。 

市民等 

   舞鶴市議会基本条例においての「市民」とは、狭義では、地方自治法に定める「住

民」(市内に住所を有する人で、外国人市民の方や法人を含みます。)を指します。

一方で、市外から市内の事業所や学校に通勤・通学している人にとっても、市政に

深く関っていること、市政の影響を大きく受けることなどを勘案し、広義の意味に

おいては、これらの人々も「市民」に含むものとしています。これに加えて、学識

経験者、専門的な知識を有する者などのことをいいます。 

 

 

                                              

 

≪参考≫ 第 20期舞鶴市議会基本条例実行計画（平成 30年 12月 26日策定） 

 舞鶴市議会基本条例第 24条の規定により、議会基本条例に基づく活動を適切かつ確

実に実行するための「議員の任期 4 年間における具体的な取組に関する計画」として、

「舞鶴市議会基本条例実行計画」を定めており、その計画に、効率的・効果的な議会を運

営に向けた取組として、「議員の定数及び報酬の検討」を掲げている。 

その取組を本年（令和 3年）の議会活性化特別委員会の重点事項として掲げ、議論を深

めてきた。 
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12 舞鶴市特別職報酬等審議会の答申（写） 
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